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第 １  農 業 経 営 基 盤 の 強 化 の 促 進 に 関 す る 目 標  
 

１  小 城 市 は 、 佐 賀 県 南 部 に 広 が る 佐 賀 平 野 の 西 部 に 位 置 し 、 そ の 立 地 条 件

を 生 か し て 稲 麦 を 主 体 と す る 農 業 生 産 を 展 開 し て き た が 、 北 部 の 山 間 地 帯 は

農 林 業 が 営 ま れ 、 そ こ か ら 連 な る 中 山 間 地 域 は 果 樹 園 が 形 成 さ れ 、 平 坦 地

域 は 穀 倉 地 帯 が 形 成 さ れ て い る 。 中 山 間 地 域 は 、 生 産 条 件 の 悪 い 圃 場 を 中

心 に 荒 廃 化・山 林 化 が 進 ん で い る が 、近 年 は 米・麦・果 樹 を 中 心 に 施 設 野 菜 、

施 設 果 樹 の 導 入 も 盛 ん と な っ て き て い る 。  

今 後 は 、 特 に 施 設 園 芸 に お い て 、 高 収 益 性 の 作 目 、 作 型 を 担 い 手 を 中 心

に 導 入 し て 、 地 域 と し て 産 地 化 を 図 る こ と と す る 。 ま た 、 耕 種 を 中 心 に 経

営 規 模 の 拡 大 を 志 向 す る 農 家 と 施 設 園 芸 に よ る 集 約 的 経 営 を 展 開 す る 農 家

と の 間 で 、 労 働 力 提 供 、 農 地 の 貸 借 等 に お い て そ の 役 割 分 担 を 図 り つ つ 、

地 域 複 合 と し て の 農 業 発 展 を 目 指 す 。  

ま た 、 こ の よ う な 農 業 生 産 展 開 の 基 礎 と な る 優 良 農 地 の 確 保 を 基 本 と し

て 、 農 業 振 興 地 域 整 備 計 画 に 即 し 、 引 き 続 き 農 村 地 域 の 秩 序 あ る 土 地 利 用

の 確 保 に 努 め る も の と す る 。  

 

２  小 城 市 の 農 業 構 造 に つ い て は 、 社 会 ・ 経 済 情 勢 の 変 化 に 伴 い 、 農 業 従 事

者 の 他 産 業 へ の 就 労 が 増 加 す る な ど 農 家 の 兼 業 化 が 進 行 す る と と も に 、 農

業 従 事 者 の 減 少 と 高 齢 化 が 深 刻 化 し て い る 。 こ う し た 中 で 、 兼 業 農 家 の 高

齢 化 も 進 み 、 高 齢 農 家 や 経 営 規 模 縮 小 農 家 か ら 中 核 的 担 い 手 へ の 農 地 の 利

用 集 積 や 機 械 更 新 時 や 世 代 交 代 等 を 機 に 、 農 地 の 流 動 化 が 進 展 し て き て い

る 。  

 

３  小 城 市 は 、 こ の よ う な 地 域 の 農 業 構 造 の 現 状 及 び そ の 見 通 し の 下 に 、 農

業 が 職 業 と し て 選 択 し う る 魅 力 と や り が い の あ る も の と な る よ う 、 概 ね 10

年 後 の 農 業 経 営 の 発 展 の 目 標 を 明 ら か に し 、 効 率 的 か つ 安 定 的 な 農 業 経 営

を 育 成 す る こ と と す る 。 具 体 的 な 農 業 経 営 指 標 は 、 小 城 市 及 び そ の 周 辺 市

町 に お い て 現 に 成 立 し て い る 優 良 な 農 業 経 営 の 事 例 を 踏 ま え 、 農 業 経 営 の

発 展 を 目 指 し 農 業 を 主 業 と す る 農 業 者 が 、 地 域 に お け る 他 産 業 従 事 者 並 の

生 涯 所 得 に 相 当 す る 年 間 農 業 所 得 （ 主 た る 従 事 者 1 人 当 た り 440 万 円 、 １

経 営 体 当 た り 500～ 70 0 万 円 程 度 ）、 年 間 総 労 働 時 間 （ １ 人 当 た り 2,0 0 0 時

間 以 内 ） の 水 準 を 実 現 で き る も の と し 、 ま た 、 こ れ ら の 経 営 が 小 城 市 農 業

生 産 の 相 当 部 分 を 担 う 農 業 構 造 を 確 立 し て い く こ と を 目 指 す も の と す る 。  

 

４  小 城 市 は 、 将 来 の 小 城 市 の 農 業 を 担 う 若 い 農 業 経 営 者 の 意 向 、 そ の 他 の

農 業 経 営 に 関 す る 基 本 的 条 件 を 考 慮 し て 、 農 業 者 又 は 農 業 に 関 係 す る 団 体

が 地 域 の 農 業 の 振 興 を 図 る た め に 行 う 自 主 的 な 努 力 を 助 長 す る こ と を 旨 と

し て 、 意 欲 と 能 力 の あ る 者 が 農 業 経 営 力 の 強 化 を 目 指 す に 当 た っ て こ れ を

支 援 す る た め 、農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法（ 昭 和 55 年 法 律 第 65 号 。以 下「 法 」

と い う 。）第 ４ 条 第 ４ 項 に 規 定 さ れ る 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業 そ の 他 の 措

置 を 総 合 的 に 実 施 す る 。  

ま ず 、 小 城 市 は 、 小 城 市 農 業 委 員 会 、 佐 賀 県 農 業 協 同 組 合 、 佐 城 農 業 改

良 普 及 セ ン タ ー 等 と 十 分 な 連 携 の 下 で 濃 密 な 指 導 を 行 う た め 、 小 城 市 全 体

を 包 含 す る 範 囲 で 統 一 し た 「 小 城 市 農 業 再 生 協 議 会 」 に お い て 、 集 落 段 階

に お け る 農 業 展 望 と そ れ を 担 う 経 営 体 を 明 確 に す る た め 人 と 農 地 の 問 題 を

解 決 す る た め の 「 未 来 の 設 計 図 」 と な る 「 人 ・ 農 地 プ ラ ン 」 を 策 定 し 、 十

分 に 整 合 が と ら れ る よ う 推 進 す る 。更 に 、望 ま し い 経 営 を 目 指 す 農 業 者 や 、

そ の 集 団 及 び こ れ ら 周 辺 農 家 に 対 し て 上 記 の 再 生 協 議 会 が 主 体 と な っ て 営

農 診 断 、 営 農 改 善 方 策 の 提 示 等 を 行 い 、 地 域 の 農 業 者 が 主 体 性 を 持 っ て 自
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ら の 地 域 の 農 業 の 将 来 方 向 に つ い て 選 択 判 断 を 行 う こ と 等 に よ り 、 各 々 の

農 業 経 営 改 善 計 画 の 自 主 的 な 作 成 や 相 互 の 連 携 が 図 ら れ る よ う 誘 導 す る 。  

次 に 、 農 業 経 営 の 改 善 に よ る 望 ま し い 経 営 の 育 成 を 図 る た め 、 土 地 利 用

型 農 業 に よ る 発 展 を 図 ろ う と す る 意 欲 的 な 農 業 者 に 対 し て は 、 農 業 委 員 な

ど に よ る 掘 り 起 こ し 活 動 を 強 化 し て 、 農 地 の 出 し 手 と 受 け 手 に 係 る 情 報 の

一 元 的 把 握 の 下 に 両 者 を 適 切 に 結 び つ け て 利 用 権 設 定 等 を 進 め る 。  

ま た 、 こ れ ら の 農 地 の 流 動 化 に 関 し て は 、 集 団 的 土 地 利 用 を 目 指 し た 調

整 を 図 り 、 集 団 化 ・ 連 担 化 し た 条 件 で 担 い 手 に 農 用 地 が 利 用 集 積 さ れ る よ

う 努 め る 。  

特 に 、 農 用 地 の 利 用 集 積 を 進 め る に 当 っ て は 、 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業

の 積 極 的 な 活 用 を 図 り 、 地 域 ご と の 農 用 地 の 利 用 の 実 態 に 配 慮 し て 円 滑 な

農 用 地 の 面 的 集 積 を 推 進 す る 。  

水田農業等土地利用型農業が主である集落で、効率的かつ安定的な農業経営の育成及

びこれらの経営への農用地の利用集積が遅れている集落の全てにおいて、地域での話し

合いと合意形成を促進するため、農用地利用改善団体の設立を目指す。また、地域での

話し合いを進めるに当たっては、農業経営基盤強化促進法（昭和 55 年法律第 65 号。以

下「法」という。）第 12 条第１項の規定による農業経営改善計画の認定を受けた個別経

営体又は組織経営体（以下「認定農業者」という。）、及び法第 14 条の４の規定による

青年等就農計画の認定を受けた個別経営体又は組織経営体（以下「認定新規就農者」と

いう。）の経営改善に資するよう団体の構成員間の役割分担を明確化しつつ、認定農業

者の育成、集落営農の組織化・法人化等地域の実情に即した経営体の育成及び農用地の

利用集積の方向性を具体的に明らかにするよう指導を行う。特に、認定農業者等担い手

の不足が見込まれる地域においては、特定農業法人制度及び特定農業団体制度の普及啓

発に努め、集落を単位とした集落営農の組織化・法人化を促進するため、農用地利用改

善団体を設立するとともに、特定農業法人制度及び特定農業団体制度に取り組めるよう

指導、助言を行う。 

さ ら に 、 こ の よ う な 農 地 貸 借 に よ る 経 営 規 模 拡 大 と 併 せ て 、 農 作 業 受 委

託 に よ る 実 質 的 な 作 業 単 位 の 拡 大 を 促 進 す る こ と と し 、 佐 賀 県 農 業 協 同 組

合 や 農 作 業 受 託 組 織 と 連 携 を 密 に し て 、 農 地 貸 借 の 促 進 拡 大 と 農 作 業 受 委

託 の 促 進 が 一 体 と な っ て 、 意 欲 的 な 農 業 経 営 の 規 模 拡 大 に 資 す る よ う 努 め

る 。 併 せ て 、 集 約 的 な 経 営 展 開 を 助 長 す る た め 、 佐 城 農 業 改 良 普 及 セ ン タ

ー の 指 導 の 下 、 既 存 施 設 園 芸 の 作 型 、 品 種 の 改 善 に よ る 高 収 益 化 や 新 規 作

目 の 導 入 を 推 進 す る 。  

ま た 、 生 産 組 織 は 、 効 率 的 な 生 産 単 位 を 形 成 す る 上 で 重 要 な 位 置 づ け を

占 め る も の で あ る と 同 時 に 、 農 業 生 産 法 人 等 の 組 織 経 営 体 へ の 経 営 発 展 母

体 と し て 重 要 な 位 置 づ け を 持 っ て お り 、 オ ペ レ ー タ ー の 育 成 、 受 委 託 の 促

進 等 を 図 る こ と に よ り 地 域 及 び 営 農 の 実 態 等 に 応 じ た 生 産 組 織 を 育 成 す る

と と も に 、 そ の 経 営 の 効 率 化 を 図 り 、 体 制 が 整 っ た も の に つ い て は 法 人 形

態 へ の 誘 導 を 図 る 。  

小 城 市 内 の 農 業 生 産 の 重 要 な 担 い 手 で あ る 女 性 農 業 者 に つ い て は 、 農 業

経 営 改 善 計 画 の 共 同 申 請 の 推 進 や 集 落 営 農 の 組 織 化 ・ 法 人 化 に 当 た っ て の

話 し 合 い の 場 に 女 性 の 参 加 を 呼 び か け る 等 、 女 性 農 業 者 の 積 極 的 な 地 域 農

業 へ の 参 加 ・ 協 力 を 促 進 す る 。  

 小 城 市 は 効 率 的 か つ 安 定 的 な 農 業 経 営 と 小 規 模 な 兼 業 農 家 、 豊 富 な 経 験

と 技 術 を 有 す る 高 齢 農 家 、 土 地 持 ち 非 農 家 等 と の 間 で 補 助 労 働 力 の 提 供 等

に よ る 役 割 分 担 を 明 確 化 し つ つ 、 地 域 資 源 の 維 持 管 理 、 農 村 コ ミ ュ ニ テ ィ

の 維 持 が 図 ら れ 、 地 域 全 体 と し て の 発 展 に 結 び つ く よ う 、 効 率 的 か つ 安 定

的 な 農 業 経 営 を 目 指 す 者 の み な ら ず 、 そ の 他 サ ラ リ ー マ ン 農 家 等 に も 、 法

そ の 他 の 諸 施 策 に 基 づ く 農 業 経 営 基 盤 の 強 化 及 び 農 業 構 造 の 再 編 の 意 義 に

つ い て 、 理 解 と 協 力 を 求 め て い く こ と と す る 。  

特 に 、 法 第 12 条 の 農 業 経 営 改 善 計 画 の 認 定 制 度 、法 14 条の４の青年等就農

計画の認定制度に つ い て は 、 両 制 度 を 望 ま し い 経 営 の 育 成 施 策 の 中 心 に 位 置
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づ け 、 小 城 市 農 業 委 員 会 の 支 援 に よ る 農 用 地 利 用 を こ れ ら 認 定 農 業 者 ・ 認

定 新 規 就 農 者 へ の 集 積 は も ち ろ ん の こ と 、 そ の 他 の 支 援 措 置 に つ い て も 認

定 農 業 者 に 集 中 的 か つ 重 点 的 に 実 施 さ れ る よ う 努 め る こ と と し 、 小 城 市 が

主 体 と な っ て 、 関 係 機 関 、 関 係 団 体 に も 協 力 を 求 め つ つ 制 度 の 積 極 的 活 用

を 図 る も の と す る 。  

さ ら に 、 地 域 の 面 的 な 広 が り を 対 象 と し た 利 用 権 設 定 等 促 進 事 業 の 実 施

に 当 た っ て も 当 該 実 施 地 区 に お い て 経 営 を 展 開 し て い る 認 定 農 業 者 に も 十

分 配 慮 し 、 事 業 の 実 施 が こ の よ う な 農 業 者 の 経 営 発 展 に 資 す る よ う 、 事 業

計 画 の 策 定 等 に お い て 経 営 体 育 成 の 観 点 か ら 十 分 な 検 討 を 行 う 。  

 

５  小 城 市 は 、 小 城 市 農 業 再 生 協 議 会 に お い て 、 認 定 農 業 者 又 は 今 後 認 定 を

受 け よ う と す る 農 業 者 、 生 産 組 織 等 を 対 象 に 、 経 営 診 断 の 実 施 、 先 進 的 技

術 の 導 入 等 を 含 む 生 産 方 式 や 経 営 管 理 の 合 理 化 等 の 経 営 改 善 方 策 の 提 示 等

の 重 点 的 指 導 及 び 研 修 会 の 開 催 等 を 佐 城 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー の 協 力 を 受

け つ つ 行 う 。  

な お 、 経 営 改 善 計 画 の 認 定 期 間 を 終 了 す る 認 定 農 業 者 に 対 し て は 、 そ の

経 営 の 更 な る 向 上 に 資 す る た め 、 当 該 計 画 の 実 践 結 果 の 点 検 と 新 た な 計 画

の 作 成 の 指 導 等 を 重 点 的 に 行 う 。  

 

６ 小城市は、将来にわたって地域農業の担い手を安定的かつ計画的に確保していく必要

があることから、将来（農業経営開始から 5 年後）の農業経営の発展の目標を明らかに

し、新たに農業経営を営もうとする青年等の育成・確保を図っていくものとする。 

新たに農業経営を営もうとする青年等については、本市及び周辺地域の優良な農業経

営の事例や他産業従事者と均衡する年間総労働時間（主たる従事者１人あたり 2,000 時

間程度）の水準を達成しつつ、農業経営開始から５年後には農業で生計が成り立つ年間

農業所得（３に示す効率的かつ安定的な農業経営の目標の６割程度の農業所得、すなわ

ち主たる従事者１人あたりの年間農業所得 250 万円程度）を目標とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 4 

第 ２  農 業 経 営 の 規 模 、生 産 方 式 、経 営 管 理 の 方 法 、農 業 従

事 の 態 様 等 に 関 す る 営 農 の 類 型 ご と の 効 率 的 か つ 安

定 的 な 農 業 経 営 の 指 標  
 

第 １ に 示 し た よ う な 目 標 を 可 能 と す る 効 率 的 か つ 安 定 的 な 農 業 経 営 の 指 標

と し て 、 現 に 小 城 市 及 び 周 辺 市 町 で 展 開 し て い る 優 良 事 例 を 踏 ま え つ つ 、 小

城 市 に お け る 主 要 な 営 農 類 型 に つ い て こ れ を 示 す と 次 の と お り で あ る 。  

 

［ 個 別 経 営 体 ］  

営農 

類型 
経営規模 生 産 方 式 

経営管理 

の 方 法 

農業従事 

の態様等 

水稲＋麦

＋大豆 

〈作付面積等〉 

水稲＝5.3 ha 

   麦＝8.0 ha 

大豆＝2.7 ha 

〈経営面積〉 

       8.0 ha 

①農地の面的集積 

②機械化一貫体系による省力・低コ

スト生産 

③品種の組合せによる作期幅拡大

と特色ある米づくり 

④水稲直播や大豆不耕起播種など

省力技術導入による栽培体系の

効率化 

・複式簿記記帳の

実施により経営

と家計の分離を

図る 

・青色申告の実施 

・家族経営協定の

締結に基づく給

料制休日制の導

入 

・農繁期における

臨時雇用従事者

の確保 

水稲＋麦

＋大豆＋

玉葱 

〈作付面積等〉 

水稲＝4.0 ha 

   麦＝3.0 ha 

大豆＝1.8 ha 

玉葱＝3.0 ha 

苗床＝0.2 ha 

〈経営面積〉 

       6.0 ha 

①農地の面的集積 

②農作業機械の共同利用による米

麦の省力・低コスト生産 

③各作物のローテーション作付け

による生産安定 

④玉葱の機械化一貫体系による省

力化と規模拡大 

⑤品種・作型の組合せによる労力分

散 

水稲＋麦

＋大豆＋

レンコン 

〈作付面積等〉 

水稲＝3.7 ha 

   麦＝5.0 ha 

大豆＝1.3 ha 

レンコン＝1.0ha 

〈経営面積〉 

       6.0 ha 

①農地の面的集積 

②各作物のローテーション作付け

による生産安定 

③レンコンの掘取り機導入による

省力化 

④品種・作型の組合せによる労力分

散 
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営農 

類型 
経営規模 生 産 方 式 

経営管理 

の 方 法 

農業従事 

の態様等 

水稲＋麦

＋大豆＋

ネギ 

〈作付面積等〉 

水稲＝3.7 ha 

   麦＝5.0 ha 

大豆＝1.3 ha 

ネギ＝0.3 ha 

〈経営面積〉 

       5.3 ha 

①農作業機械の共同利用による米

麦の省力・低コスト生産 

②ネギの水管理の徹底による品質

向上 

③完熟堆肥投入による土づくりの

徹底 

④播種期の組合せによる周年出荷

体制 

⑤共同調整作業による出荷調整作

業の省力化 

⑥雇用による規模拡大 

・複式簿記記帳の

実施により経営

と家計の分離を

図る 

・青色申告の実施 

・家族経営協定

の締結に基づ

く給料制、休日

制の導入 

・農繁期におけ

る臨時雇用従

事者の確保 

イチゴ

＋水稲

＋大豆 

〈作付面積等〉 

水稲＝2.0 ha 

大豆＝0.6 ha 

イチゴ＝0.3 ha 

〈経営面積〉 

       2.9 ha 

①農作業機械の共同利用による米

麦の省力・低コスト生産 

②いちご優良品質の導入 

③高設育苗による健苗の育成 

④自動換気装置、循環扇等の利用

による安定生産と省力化 

⑤春先の下温対策による収穫時期

の延長 

⑥パック詰めの共同化による調整

作業省力化 

水稲＋

麦＋大

豆＋キ

ュウリ 

〈作付面積等〉 

水稲＝1.7 ha 

   麦＝2.55 ha 

大豆＝0.85 ha 

キ ュ ウ リ＝0.25 ha 

〈経営面積〉 

       2.8 ha 

①農作業機械の共同利用による米

麦の省力・低コスト生産 

②キュウリの優良品種の導入 

③作型の組合せによる周年生産と

生産量の確保 

④循環扇やヒートポンプ等、脱石油

省石油機械・装置の導入 

⑤紫外線カットフィルム、防虫ネ

ット、天敵の導入による総合的防

除 
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営農 

類型 
経営規模 生 産 方 式 

経営管理 

の 方 法 

農業従事 

の態様等 

水稲＋

麦＋大

豆＋ナ

ス 

〈作付面積等〉 

水稲＝3.0 ha 

   麦＝4.15 ha 

大豆＝1.4 ha 

ナス＝0.25 ha 

〈経営面積〉 

       4.4 ha 

①農作業機械の共同利用による米麦

の省力・低コスト生産 

②訪花昆虫、単為結果品種導入によ

るホルモン処理作業の軽減 

③リアルタイム栄養診断に基づく施

肥と生産の安定 

④防虫ネット、循環扇等の導入によ

る病 虫 害 の 総 合 的 防 除  

 

・複式簿記記帳の

実施により経

営と家計の分

離を図る 

・青色申告の実施 

・家族経営協定の

締結に基づく給

料制、休日制の

導入 

・農繁期における

臨時雇用従事者

の確保 

トマト

専作 

〈作付面積等〉 

ト マ ト＝0.4 ha 

〈経営面積〉 

       0.4 ha 

①訪花昆虫、単為結果品種導入によ

るホルモン処理作業の軽減 

②リアルタイム栄養診断に基づく施

肥と生産の安定 

③有効生物を用いた防除や着果作業

の省力化 

④防虫ネット、循環扇等の導入によ

る病 虫 害 の 耕 種 的 防 除  

 

水稲＋

麦＋大

豆＋ミ

ニトマ

ト 

〈作付面積等〉 

水稲＝2.45 ha 

  麦＝3.75 ha 

大豆＝1.3 ha 

ミニトマト＝0.25 ha 

〈経営面積〉 

       4.0 ha 

①農作業機械の共同利用による米麦

の省力・低コスト生産 

②訪花昆虫、単為結果品種導入によ

るホルモン処理作業の軽減 

③リアルタイム栄養診断に基づく施

肥と生産の安定 

④防虫ネット、循環扇等の導入によ

る病 虫 害 の 耕 種 的 防 除  
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営農 

類型 
経営規模 生 産 方 式 

経営管理 

の 方 法 

農業従事 

の態様等 

水稲＋

麦＋大

豆＋ア

スパラ

ガス 

〈作付面積等〉 

水稲＝2.0 ha 

   麦＝2.2 ha 

大豆＝0.55 ha 

ア ス パ ラ ガ ス＝0.35 ha 

〈経営面積〉 

       2.55 ha 

①農業機械の共同利用による米麦

の省力・低コスト生産 

②完熟堆肥投入による土づくりの

徹底 

③フルオープンハウス等による下

温対策と夏芽の収量・品質向上 

④紫外線カットフィルムの活用に

よる耕種的防除 

・複式簿記記帳の

実施により経営

と家計の分離を

図る 

・青色申告の実施 

・家族経営協定の

締結に基づく給

料制、休日制の

導入 

・農繁期における

臨時雇用従事者

の確保 

バラ専

作 

〈作付面積等〉 

バラ＝0.5 ha 

〈経営面積〉 

       0.5 ha 

①複合環境制御温室の導入による

施設管理の合理化 

②需要動向に即した優良品種の導

入 

③生産安定・省力化のためのロック

ウール栽培の導入 

④ヒートポンプ等、脱石油省石油機

械・装置の導入 

キク専

作 

〈作付面積等〉 

キク＝0.5 ha 

〈経営面積〉 

       0.5 ha 

①需要動向に即した優良品種の導

入 

②適正な温度管理と土づくりの徹

底 

③多層被覆装置等、脱石油省石油機

械・装置の導入 

ミカン

専作 

〈作付面積等〉 

極早生温州＝0.5 ha 

早生温州＝ 0.4 ha 

普通温州＝ 0.5 ha 

ハウスミカン＝ 0.25 ha 

〈経営面積〉 

       1.65 ha 

①極早生、高糖系等品種の組合せに

よる労力分散 

②園内作業道の整備と機械化によ

る省力化 

③土づくり等基本管理技術の徹底 

④マルチ栽培による高品質果実生

産 
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営農 

類型 
経営規模 生 産 方 式 

経営管理 

の 方 法 

農業従事 

の態様等 

ミカン

専作 

〈作付面積等〉 

極早生温州＝0.6 ha 

早生温州＝ 0.6 ha 

普通温州＝ 0.9 ha 

デコポン＝ 0.15 ha 

〈経営面積〉 

       2.25 ha 

①極早生、高糖系等品種の組合せに

よる労力分散 

②園内作業道の整備と機械化によ

る省力化 

③土づくり等基本管理技術の徹底 

④マルチ栽培による高品質果実生

産 

・複式簿記記帳の

実施により経

営と家計の分

離を図る 

・青色申告の実施 

・家族経営協定の

締結に基づく給

料制、休日制の

導入 

・農繁期における

臨時雇用従事者

の確保 

ぶどう

専作 

〈作付面積等〉 

ぶ ど う＝1.2 ha 

〈経営面積〉 

       1.2 ha 

①早 期 摘 房 、 摘 果 、 新 梢 等 、

栽 培 管 理 の 徹 底  

②房 づ く り の 統 一 、 適 正 結 果  

 

肥育牛

専業 

〈作付面積等〉 

肥育牛 １６０頭 

① 低 コ ス ト 飼 養 技 術 の 導 入  

②肥 育 回 転 率 の 向 上 と 事 故 率

の 低 下  

③記 帳 に よ る 牛 群 管 理 及 び 経

営 管 理 の 徹 底  

酪農＋

水稲＋

飼料作 

〈作付面積等〉 

経産牛 ２５頭 

育成牛  ８頭 

水稲＝2.0 ha 

①農地の面的集積 

②農業機械の共同利用による省

力・低コスト生産 

③フリーストール等を利用した省

力管理 

④牛群検定の活用による改良の促

進 

⑤産乳量の向上と分娩間隔の短縮 

⑥酪農ヘルパーの活用 

⑦借地等による自給飼料基盤の拡

充 
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営農 

類型 
経営規模 生 産 方 式 

経営管理 

の 方 法 

農業従事 

の態様等 

和牛繁

殖＋水

稲＋飼

料作 

〈作付面積等〉 

子牛販売 ６５頭 

水稲＝2.0 ha 

①農業機械の共同利用による米麦

の省力・低コスト生産 

②フリーストールや放牧等を利用

した省力管理 

③子牛生産率並びに出荷率の向上 

④良質粗飼料の低コスト生産 

・複式簿記記帳の

実施により経

営と家計の分

離を図る 

・青色申告の実施 

・家族経営協定の

締結に基づく給

料制、休日制の

導入 

・農繁期における

臨時雇用従事者

の確保 
養豚一

貫 

〈作付面積等〉 

母豚  ９０頭 

①優 良 系 統 種 豚 の 計 画 的 導 入  

②経 営 記 帳 、 診 断 に よ る 経 営

体 質 の 強 化  

③畜 産 環 境 保 全 対 策 の 実 施  

 

 

 ［ 組 織 経 営 体 ］  

営 農  

類 型  
経 営 規 模  生  産  方  式  

経 営 管 理  

の 方 法 

農 業 従 事  

の 態 様 等  

集落営農

(協業経営) 

水稲＋麦

＋大豆 

〈作付面積等〉 

水稲＝16.7 ha 

   麦＝25.0 ha 

大豆＝8.3 ha 

〈経営面積〉 

25.0 ha 

①作物・品種毎の団地化による作業

効率の向上 

②技術の平準化による収量の向上

と品質の均一化 

③品種の組合せによる作期幅拡大

と特色ある米づくり 

④余剰労力を活かした園芸作物等

の振興 

・青色申告の実施 

・経営体の体質強

化のため、自己資

本の充実を図る 

・給料制の導入 

・社会保険等の加

入 

・農繁期における

臨時雇用従事者

の確保 

土地利用

型法人 

水稲＋麦

＋大豆＋

農作業受

託 

〈作付面積等〉 

水稲＝16.7 ha 

   麦＝25.0 ha 

大豆＝8.3 ha 

〈受託作業〉 

田 植 え＝5.0 ha 

収穫＝10.0 ha 

①作物・品種毎の団地化による作業

効率の向上 

②技術の平準化による収量の向上

と品質の均一化 

③品種の組合せによる作期幅拡大

と特色ある米づくり 

④余剰労力を活かした園芸作物等

の振興 
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（ 注 ） １  組 織 経 営 体 と は 、 複 数 の 個 人 又 は 世 帯 が 、 共 同 で 農 業 を 営 む か 、

又 は こ れ と 併 せ て 農 作 業 を 行 う 経 営 体 で あ っ て 、 そ の 主 た る 従 事 者

が 他 産 業 並 の 労 働 時 間 で 地 域 の 他 産 業 従 事 者 と 遜 色 な い 水 準 の 生 涯

所 得 を 行 い 得 る も の （ 例 え ば 、 農 事 組 合 法 人 、 有 限 会 社 の 他 農 業 生

産 組 織 の う ち 経 営 の 一 体 性 及 び 独 立 性 を 有 す る も の 。）。  

２  組 織 経 営 体 に お い て は 、 そ の 前 提 と な る 労 働 力 構 成 を 主 た る 従 事

者 の 人 数 と し て 記 入 す る も の と す る 。 こ の 場 合 、 上 記 の 経 営 指 標 で

示 さ れ る 農 業 経 営 の 所 得 目 標 は 、 主 た る 従 事 者 が 目 標 と す る 所 得 の

額 が 第 １ で 掲 げ た 目 標 に 到 達 す る こ と を 基 本 と す る 。  
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第 ３  農 業 経 営 の 規 模 、生 産 方 式 、経 営 管 理 の 方 法 、農 業 従

事 の 態 様 等 に 関 す る 営 農 の 類 型 ご と の 新たに農業経営を

営もうとする青年等が目標とすべき農 業 経 営 の 指 標  

 

第１で示したような目標を可能とする、新たに農業経営を営もうとする青年等が目標と

すべき農業経営の指標として、第２で示した効率的かつ安定的な農業経営の基本的指標を

踏まえ、主要な営農類型についてこれを示すと次のとおりである。 

 

［ 個 別 経 営 体 ］  

営農 

類型 
経営規模 生 産 方 式 

経営管理 

の 方 法 

農業従事 

の態様等 

水稲＋麦

＋大豆 

〈作付面積等〉 

水稲＝3.18 ha 

   麦＝4.8 ha 

大豆＝1.62ha 

〈経営面積〉 

   4.8 ha 

①機械化一貫体系による省力・低コ

スト生産 

②品種の組合せによる作期幅拡大

と特色ある米づくり 

③大豆不耕起播種など省力技術導

入による栽培体系の効率化 

・複式簿記等によ

る経営データの

把握と財務管理 

・青色申告の実施 

・圃場別・個体別

の情報管理によ

る技術の高度化 

・経営内における

役割の明確化と

労働の適正評価 

・企業的経営感覚

の養成のための

異業種交流等経

営研修への参加 

・新技術及び市場

情報等の収集 

・企業的組織運営

（雇用契約）に

基づく給料制、

休日制の導入 

・年間労働配分を

考えた作目、品

種、作型の組合

せ 

・雇用労働力を生

かした企業的労

務管理の実施 

・農作業環境の改

善、機械化の推

進による労働環

境の快適化 

水稲＋麦

＋大豆＋

玉葱 

〈作付面積等〉 

水稲＝2.4 ha 

   麦＝1.8 ha 

大豆＝1.08 ha 

玉葱＝1.8 ha 

〈経営面積〉 

   3.6 ha 

①農業機械の共同利用による米麦

の省力・低コスト生産 

②各作物のローテーション作付け

による生産安定 

③玉葱の機械化一貫体系による省

力化と規模拡大 

④品種・作型の組合せによる労力分

散 

水稲＋麦

＋大豆＋

レンコン 

〈作付面積等〉 

水稲＝2.22 ha 

   麦＝3.0 ha 

大豆＝0.78 ha 

レンコン＝0.6 ha 

〈経営面積〉 

       3.6 ha 

①農地の面的集積 

②各作物のローテーション作付け

による生産安定 

③レンコンの掘取り機導入による

省力化 

④品種・作型の組合せによる労力分

散 
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営農 

類型 
経営規模 生 産 方 式 

経営管理 

の 方 法 

農業従事 

の態様等 

水稲＋麦

＋大豆＋

ネギ 

〈作付面積等〉 

水稲＝2.22 ha 

   麦＝3.0 ha 

大豆＝0.78 ha 

ネギ＝0.18 ha 

〈経営面積〉 

       3.18 ha 

①農作業機械の共同利用による米

麦の省力・低コスト生産 

②ネギの水管理の徹底による品質

向上 

③完熟堆肥投入による土づくりの

徹底 

④播種期の組合せによる周年出荷

体制 

⑤共同調整作業による出荷調整作

業の省力化 

⑥雇用による規模拡大 

・複式簿記等に

よる経営デー

タの把握と財

務管理 

・青色申告の実

施 

・圃場別・個体

別の情報管理

による技術の

高度化 

・経営内におけ

る役割の明確

化と労働の適

正評価 

・企業的経営感

覚の養成のた

めの異業種交

流等経営研修

への参加 

・新技術及び市

場情報等の収

集 

・企業的組織運

営（雇用契約）

に基づく給料

制、休日制の

導入 

・年間労働配分

を考えた作

目、品種、作

型の組合せ 

・雇用労働力を

生かした企業

的労務管理の

実施 

・農作業環境の

改善、機械化

の推進による

労働環境の快

適化 

イチゴ

＋水稲

＋大豆 

〈作付面積等〉 

水稲＝1.2 ha 

大豆＝0.36 ha 

イチゴ＝0.18 ha 

〈経営面積〉 

       1.74 ha 

①農作業機械の共同利用による米

麦の省力・低コスト生産 

②いちご優良品質の導入 

③高設育苗による健苗の育成 

④自動換気装置、循環扇等の利用

による安定生産と省力化 

⑤春先の下温対策による収穫時期

の延長 

⑥パック詰めの共同化による調整

作業省力化 

水稲＋

麦＋大

豆＋キ

ュウリ 

〈作付面積等〉 

水稲＝1.02 ha 

   麦＝1.53 ha 

大豆＝0.51 ha 

キ ュ ウ リ＝0.15 ha 

〈経営面積〉 

       1.68 ha 

①農作業機械の共同利用による米

麦の省力・低コスト生産 

②キュウリの優良品種の導入 

③作型の組合せによる周年生産と

生産量の確保 

④循環扇やヒートポンプ等、脱石油

省石油機械・装置の導入 

⑤紫外線カットフィルム、防虫ネ

ット、天敵の導入による総合的防

除 
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営農 

類型 
経営規模 生 産 方 式 

経営管理 

の 方 法 

農業従事 

の態様等 

水稲＋

麦＋大

豆＋ナ

ス 

〈作付面積等〉 

水稲＝1.8 ha 

   麦＝2.49 ha 

大豆＝0.84 ha 

ナス＝0.15 ha 

〈経営面積〉 

       2.64 ha 

①農作業機械の共同利用による米麦

の省力・低コスト生産 

②訪花昆虫、単為結果品種導入によ

るホルモン処理作業の軽減 

③リアルタイム栄養診断に基づく施

肥と生産の安定 

④防虫ネット、循環扇等の導入によ

る病 虫 害 の 総 合 的 防 除  

・複式簿記等に

よる経営デー

タの把握と財

務管理 

・青色申告の実

施 

・圃場別・個体

別の情報管理

による技術の

高度化 

・経営内におけ

る役割の明確

化と労働の適

正評価 

・企業的経営感

覚の養成のた

めの異業種交

流等経営研修

への参加 

・新技術及び市

場情報等の収

集 

・企業的組織運営

（雇用契約）に

基づく給料制、

休日制の導入 

・年間労働配分を

考えた作目、品

種、作型の組合

せ 

・雇用労働力を生

かした企業的

労務管理の実

施 

・農作業環境の改

善、機械化の推

進による労働

環境の快適化 

トマト

専作 

〈作付面積等〉 

ト マ ト＝0.24 ha 

〈経営面積〉 

       0.24 ha 

①訪花昆虫、単為結果品種導入によ

るホルモン処理作業の軽減 

②リアルタイム栄養診断に基づく施

肥と生産の安定 

③有効生物を用いた防除や着果作業

の省力化 

④防虫ネット、循環扇等の導入によ

る病 虫 害 の 耕 種 的 防 除  

 

水稲＋

麦＋大

豆＋ミ

ニトマ

ト 

〈作付面積等〉 

水稲＝1.47 ha 

  麦＝2.25 ha 

大豆＝0.78 ha 

ミニトマト＝0.15 ha 

〈経営面積〉 

       2.4 ha 

①農作業機械の共同利用による米麦

の省力・低コスト生産 

②訪花昆虫、単為結果品種導入によ

るホルモン処理作業の軽減 

③リアルタイム栄養診断に基づく施

肥と生産の安定 

④防虫ネット、循環扇等の導入によ

る病 虫 害 の 耕 種 的 防 除  
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営農 

類型 
経営規模 生 産 方 式 

経営管理 

の 方 法 

農業従事 

の態様等 

水稲＋

麦＋大

豆＋ア

スパラ

ガス 

〈作付面積等〉 

水稲＝1.2 ha 

   麦＝1.32 ha 

大豆＝0.33 ha 

ア ス パ ラ ガ ス＝0.21 ha 

〈経営面積〉 

       1.53 ha 

①農業機械の共同利用による米麦

の省力・低コスト生産 

②完熟堆肥投入による土づくりの

徹底 

③フルオープンハウス等による下

温対策と夏芽の収量・品質向上 

④紫外線カットフィルムの活用に

よる耕種的防除 

・複式簿記等に

よる経営デー

タの把握と財

務管理 

・青色申告の実

施 

・圃場別・個体

別の情報管理

による技術の

高度化 

・経営内におけ

る役割の明確

化と労働の適

正評価 

・企業的経営感

覚の養成のた

めの異業種交

流等経営研修

への参加 

・新技術及び市

場情報等の収

集 

・企業的組織運営

（雇用契約）に

基づく給料制、

休日制の導入 

・年間労働配分を

考えた作目、品

種、作型の組合

せ 

・雇用労働力を生

かした企業的

労務管理の実

施 

・農作業環境の改

善、機械化の推

進による労働

環境の快適化 

バラ 

専作 

〈作付面積等〉 

バラ＝0.3 ha 

〈経営面積〉 

       0.3 ha 

①複合環境制御温室の導入による

施設管理の合理化 

②需要動向に即した優良品種の導

入 

③生産安定・省力化のためのロック

ウール栽培の導入 

④ヒートポンプ等、脱石油省石油機

械・装置の導入 

キク 

専作 

〈作付面積等〉 

キク＝0.3 ha 

〈経営面積〉 

       0.3 ha 

①需要動向に即した優良品種の導

入 

②適正な温度管理と土づくりの徹

底 

③多層被覆装置等、脱石油省石油機

械・装置の導入 

ミカン

専作 

〈作付面積等〉 

極早生温州＝0.3 ha 

早生温州＝ 0.24 ha 

普通温州＝ 0.3 ha 

ハウスミカン＝ 0.15 ha 

〈経営面積〉 

       0.99 ha 

①極早生、高糖系等品種の組合せに

よる労力分散 

②園内作業道の整備と機械化によ

る省力化 

③土づくり等基本管理技術の徹底 

④マルチ栽培による高品質果実生

産 
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営農 

類型 
経営規模 生 産 方 式 

経営管理 

の 方 法 

農業従事 

の態様等 

ミカン

専作 

〈作付面積等〉 

極早生温州＝0.36 ha 

早生温州＝ 0.36 ha 

普通温州＝ 0.54 ha 

デコポン＝ 0.09 ha 

〈経営面積〉 

       1.35 ha 

①極早生、高糖系等品種の組合せに

よる労力分散 

②園内作業道の整備と機械化によ

る省力化 

③土づくり等基本管理技術の徹底 

④マルチ栽培による高品質果実生

産 

・複式簿記等に

よる経営デー

タの把握と財

務管理 

・青色申告の実

施 

・圃場別・個体

別の情報管理

による技術の

高度化 

・経営内におけ

る役割の明確

化と労働の適

正評価 

・企業的経営感

覚の養成のた

めの異業種交

流等経営研修

への参加 

・新技術及び市

場情報等の収

集 

・企業的組織運営

（雇用契約）に

基づく給料制、

休日制の導入 

・年間労働配分を

考えた作目、品

種、作型の組合

せ 

・雇用労働力を生

かした企業的

労務管理の実

施 

・農作業環境の改

善、機械化の推

進による労働

環境の快適化 

ぶどう

専作 

〈作付面積等〉 

ぶ ど う＝0.72 ha 

〈経営面積〉 

       0.72 ha 

①早 期 摘 房 、 摘 果 、 新 梢 等 、

栽 培 管 理 の 徹 底  

②房 づ く り の 統 一 、 適 正 結 果  

 

肥育牛

専業 

〈作付面積等〉 

肥育牛 ９６頭 

① 低 コ ス ト 飼 養 技 術 の 導 入  

②肥 育 回 転 率 の 向 上 と 事 故 率

の 低 下  

③記 帳 に よ る 牛 群 管 理 及 び 経

営 管 理 の 徹 底  

 

酪農＋

水稲＋

飼料作 

〈作付面積等〉 

経産牛 1５頭 

育成牛  ５頭 

水稲＝1.2 ha 

①農業機械の共同利用による省

力・低コスト生産 

②牛群検定の活用による改良の促

進 

③産乳量の向上と分娩間隔の短縮 

④酪農ヘルパーの活用 

⑤借地等による自給飼料基盤の拡

充 
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営農 

類型 
経営規模 生 産 方 式 

経営管理 

の 方 法 

農業従事 

の態様等 

和牛繁

殖＋水

稲＋飼

料作 

〈作付面積等〉 

子牛販売 ３９頭 

水稲＝1.2 ha 

①農業機械の共同利用による米

麦の省力・低コスト生産 

②フリーストールや放牧等を利

用した省力管理 

③子牛生産率並びに出荷率の向

上 

④良質粗飼料の低コスト生産 

・複式簿記等によ

る経営データの

把握と財務管理 

・青色申告の実施 

・圃場別・個体別

の情報管理によ

る技術の高度化 

・経営内における

役割の明確化と

労働の適正評価 

・企業的経営感覚

の養成のための

異業種交流等経

営研修への参加 

・新技術及び市場

情報等の収集 

・企業的組織運営

（雇用契約）に

基づく給料制、

休日制の導入 

・年間労働配分を

考えた作目、品

種、作型の組合

せ 

・雇用労働力を生

かした企業的

労務管理の実

施 

・農作業環境の改

善、機械化の推

進による労働

環境の快適化 

養豚一

貫 

〈作付面積等〉 

母豚  ５４頭 

①優 良 系 統 種 豚 の 計 画 的 導 入  

②経 営 記 帳 、診 断 に よ る 経 営

体 質 の 強 化  

③畜 産 環 境 保 全 対 策 の 実 施  
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［ 組 織 経 営 体 ］  

営 農  

類 型  
経 営 規 模  生  産  方  式  

経 営 管 理  

の 方 法 

農 業 従 事  

の 態 様 等  

土地利用

型法人 

水稲＋麦

＋大豆＋

農作業受

託 

〈作付面積等〉 

水稲＝10.02 ha 

   麦＝15.0 ha 

大豆＝4.98 ha 

〈受託作業〉 

田 植 え＝3.0 ha 

収穫＝6.0 ha 

①作物・品種毎の団地化による作

業効率の向上 

②技術の平準化による収量の向

上と品質の均一化 

③品種の組合せによる作期幅拡

大と特色ある米づくり 

④余剰労力を活かした園芸作物

等の振興 

・複式簿記等による

経営データの把握

と財務管理 

・青色申告の実施 

・圃場別・個体別の

情報管理による技

術の高度化 

・経営内における役

割の明確化と労働

の適正評価 

・企業的経営感覚の

養成のための異業

種交流等経営研修

への参加 

・新技術及び市場情

報等の収集 

・企業的組織運営

（雇用契約）に

基づく給料制、

休日制の導入 

・年間労働配分を

考えた作目、品

種、作型の組合

せ 

・雇用労働力を生

かした企業的労

務管理の実施 

・農作業環境の改

善、機械化の推

進による労働環

境の快適化 

 

（ 注 ） １  組 織 経 営 体 と は 、 複 数 の 個 人 又 は 世 帯 が 、 共 同 で 農 業 を 営 む か 、

又 は こ れ と 併 せ て 農 作 業 を 行 う 経 営 体 で あ っ て 、 そ の 主 た る 従 事 者

が 他 産 業 並 の 労 働 時 間 で 地 域 の 他 産 業 従 事 者 と 遜 色 な い 水 準 の 生 涯

所 得 を 行 い 得 る も の （ 例 え ば 、 農 事 組 合 法 人 、 有 限 会 社 の 他 農 業 生

産 組 織 の う ち 経 営 の 一 体 性 及 び 独 立 性 を 有 す る も の 。）。  

２  組 織 経 営 体 に お い て は 、 そ の 前 提 と な る 労 働 力 構 成 を 主 た る 従 事

者 の 人 数 と し て 記 入 す る も の と す る 。 こ の 場 合 、 上 記 の 経 営 指 標 で

示 さ れ る 農 業 経 営 の 所 得 目 標 は 、 主 た る 従 事 者 が 目 標 と す る 所 得 の

額 が 第 １ で 掲 げ た 目 標 に 到 達 す る こ と を 基 本 と す る 。  
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第 ４  効 率 的 か つ 安 定 的 な 農 業 経 営 を 営 む 者 に 対 す る 農 用

地 の 利 用 の 集 積 に 関 す る 目 標 そ の 他 農 用 地 の 利 用 関

係 の 改 善 に 関 す る 事 項  
 

１  効 率 的 か つ 安 定 的 な 農 業 経 営 を 営 む 者 に 対 す る 農 用 地 の 利 用 の 集 積 に 関

す る 目 標  

 

上 記 第 ２ に 掲 げ る こ れ ら の 効 率 的 か つ 安 定 的 な 農 業 経 営 を 営 む 者 に 対 す る

農 用 地 の 利 用 の 集 積 及 び 面 的 集 積 に 関 す る 目 標 を 将 来 の 地 域 に お け る 農 用 地

の 利 用 に 占 め る シ ェ ア の 目 標 と し て 示 す と 、 概 ね 次 に 掲 げ る 程 度 と す る 。  

 

○効 率 的 か つ 安 定 的 な 農 業 経 営 が 地 域 に お け る 農 用 地 の 利 用 に 占 め る 面 積

の シ ェ ア の 目 標  

 

効 率 的 か つ 安 定 的 な 農 業 経 営 が 地 域 の 農 用 地 の  

利 用 に 占 め る 面 積 の シ ェ ア 及 び 面 的 集 積 の目標 
備   考  

80％ 程 度  

 

な お 、 面 的 集 積 の 目 標 に つ い て は 、 農

地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 や 農 地 中 間 管 理 事

業 な ど を 活 用 し て 、 効 率 的 か つ 安 定 的 な

農 業 経 営 を 営 む 者 へ の 面 的 集 積 の 割 合 が

高 ま る よ う に 努 め る 。  

3,007ha 

／3,759ha 

 

（ 注 ）１  「 効 率 的 か つ 安 定 的 な 農 業 経 営 が 地 域 の 農 用 地 の 利 用 に 占 め る

面 積 シ ェ ア の 目 標 」は 、個 別 経 営 体 、組 織 経 営 体 の 地 域 に お け る

農 用 地 利 用（ 基 幹 的 農 作 業（ 水 稲 に つ い て は 耕 起 、代 か き 、田 植

え 、収 穫 、そ の 他 の 作 目 に つ い て は 耕 起 、播 種 、収 穫 及 び こ れ ら

に 準 ず る 作 業 ）を ３ 作 業 以 上 実 施 し て い る 農 作 業 受 託 の 面 積 を 含

む 。） 面 積 の シ ェ ア の 目 標 で あ る 。  

２   目 標 年 次 は お お む ね 10 年 先 と す る 。  

 

２  農 用 地 の 利 用 関 係 の 改 善 に 関 す る 事 項  

農 用 地 の 利 用 の 集 積 に 関 す る 目 標 等 を 達 成 す る た め 、 小 城 市 農 業 再 生 協

議 会 を 活 用 し 、 関 係 機 関 及 び 関 係 団 体 と の 緊 密 な 連 携 の 下 、 地 域 の 農 用 地

の 利 用 集 積 の 対 象 者 の 状 況 等 に 応 じ 、 地 域 の 地 理 的 自 然 的 条 件 、 営 農 類 型

の 特 性 、 農 地 の 保 有 及 び 利 用 状 況 並 び に 農 業 者 の 意 向 を 踏 ま え た 効 率 的 か

つ 安 定 的 な 農 業 経 営 へ の 農 地 の 利 用 集 積 の 取 組 み を 促 進 す る 。  

そ の 際 、 小 城 市 は 、 関 係 機 関 及 び 関 係 団 体 と と も に 、 こ う し た 取 組 み が

効 果 的 か つ 計 画 的 に 展 開 さ れ る よ う 、 地 域 の 農 業 者 を は じ め と す る 関 係 者

の 合 意 形 成 を 図 り つ つ 、 毎 年 度 の 利 用 集 積 の 状 況 等 を 把 握 ・ 検 証 し 、 必 要

に 応 じ て 改 善 を 図 る 措 置 を 講 ず る 。  
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第 ５   農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業 に 関 す る 事 項  
 

 小 城 市 は 、 佐 賀 県 が 策 定 し た 「 佐 賀 県 農 業 経 営 基 盤 の 強 化 の 促 進 に 関 す る 基

本 方 針 」の 第 ５「 効 率 的 か つ 安 定 的 な 農 業 経 営 体 を 育 成 す る た め に 必 要 な 事 項 」

の 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業 の 実 施 に 関 す る 基 本 的 な 事 項 に 定 め ら れ た 方 向

に 即 し つ つ 、 小 城 市 農 業 の 地 域 特 性 で あ る 複 合 経 営 を 中 心 と し た 多 様 な 農 業

生 産 の 展 開 や 兼 業 化 の 著 し い 進 行 な ど の 特 徴 を 十 分 踏 ま え て 、以 下 の 方 針 に 沿

っ て 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業 に 積 極 的 に 取 り 組 む 。  

 

小 城 市 は 、 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業 と し て 、 次 に 掲 げ る 事 業 を 行 う 。  

① 利 用 権 設 定 等 促 進 事 業  

② 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 の 実 施 を 促 進 す る 事 業  

③農 用 地 利 用 改 善 事 業 の 実 施 を 促 進 す る 事 業  

④農 作 業 の 受 委 託 を 促 進 す る 事 業  

⑤ 農 業 経 営 の 改 善 を 図 る た め に 必 要 な 農 業 従 事 者 の 養 成 及 び 確 保 を 促 進 す る

事 業  

⑥ そ の 他 農 業 経 営 基 盤 の 強 化 を 促 進 す る た め に 必 要 な 事 業  

 

こ れ ら の 各 事 業 に つ い て は 、 各 地 域 の 特 性 を 踏 ま え て そ れ ぞ れ の 地 域 で 重

点 的 に 実 施 す る も の と す る 。 な お 、 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 の 実 施 を 促 進 す

る 事 業 に つ い て は 、 小 城 市 全 域 を 対 象 と し て 地 域 の 重 点 実 施 と 連 携 し て 積 極

的 な 取 組 み を 行 い 、 面 的 な 集 積 が 図 れ る よ う 努 め る も の と す る 。 

 

ア  小城市の平 坦 部 に お い て は 、ほ 場 区 画 の 大 型 化 に よ る 高 能 率 な 生 産 基 盤

条 件 の 形 成 を 活 か す た め 、利 用 権 設 定 等 促 進 事 業 を 重 点 的 に 実 施 す る 。特

に 、換 地 と 一 体 的 な 利 用 権 設 定 を 促 進 し 、土 地 改 良 区 の 主 体 的 な 取 組 に よ

っ て 、 担 い 手 が 連 担 的 な 条 件 下 で 効 率 的 な 生 産 が 行 わ れ る よ う 努 め る 。  

イ  小城市の中 山 間 地 域 に お い て は 、特 に 農 用 地 利 用 改 善 事 業 を 重 点 的 に 推

進 し 、 農 用 地 利 用 改 善 団 体 の 活 動 を 活 発 化 す る 。 こ の こ と に よ っ て 、 担

い 手 不 足 の 下 で 多 発 し て い る 耕 作 放 棄 地 の 解 消 に 努 め る 。  

更 に 、小 城 市 は 、農 用 地 利 用 改 善 団 体 に 対 し て 特 定 農 業 法 人 制 度 及 び 特

定 農 業 団 体 制 度 に つ い て の 啓 発 に 努 め 、必 要 に 応 じ 、農 用 地 利 用 改 善 団 体

が 特 定 農 業 法 人 制 度 及 び 特 定 農 業 団 体 制 度 に 取 り 組 め る よ う 指 導 、助 言 を

行 う 。  

 

以 下 、 各 個 別 事 業 ご と に 述 べ る 。  

 

１  利 用 権 設 定 等 促 進 事 業 に 関 す る 事 項  

(１ )利 用 権 の 設 定 等 を 受 け る 者 の 備 え る べ き 要 件  

    ①  耕 作 又 は 養 畜 の 事 業 を 行 う 個 人 又 は 農 業 生 産 法 人 （ 農 地 法 （ 昭 和 27

年 法 律 第 229 号 ）第 ２ 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 農 業 生 産 法 人 を い う 。）が 利

用 権 の 設 定 等 を 受 け た 後 に お い て 備 え る べ き 要 件 は 、 次 に 掲 げ る 場 合

に 応 じ て そ れ ぞ れ 定 め る と こ ろ に よ る 。  

ア  農 用 地 （ 開 発 し て 農 用 地 と す る こ と が 適 当 な 土 地 を 含 む 。） と し て

利 用 す る た め の 利 用 権 の 設 定 等 を 受 け る 場 合 、次 の ａ か ら ｅ ま で に 掲

げ る 要 件 の す べ て（ 農 業 生 産 法 人 に あ っ て は 、ａ 、ｄ 及 び ｅ に 掲 げ る

要 件 の す べ て ） を 備 え る こ と 。  

ａ   耕 作 又 は 養 畜 の 事 業 に 供 す べ き 農 用 地（ 開 発 し て 農 用 地 と す る こ

と が 適 当 な 土 地 を 開 発 し た 場 合 に お け る そ の 開 発 後 の 農 用 地 を 含

む 。） の す べ て を 効 率 的 に 利 用 し て 耕 作 又 は 養 畜 の 事 業 を 行 う と 認

め ら れ る こ と 。  
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ｂ  耕作又は養畜の事業に必要な農作業に常時従事すると認められること。 

      ｃ  その者が農業によって自立しようとする意欲と能力を有すると認めら

れること。  

ｄ  その者の農業経営に主として従事すると認められる農業従事者（農業

生産法人にあっては、常時従事者たる構成員をいう。）がいるものとす

る。  

ｅ  所有権の移転を受ける場合は、上記ａ か ら ｄ ま で に 掲 げ る 要 件 の ほ

か 、借 入 者 が 当 該 借 入 地 に つ き 所 有 権 を 取 得 す る 場 合 、農 地 の 集 団

化を図るために必要な場合、又は近い将来農業後継者が確保できることと

なることが確 実 で あ る 等 特 別 な 事 情 が あ る 場 合 を 除 き 、 農 地 移 動 適

正 化 あ っ せ ん 譲 受 け 等 候 補 者 名 簿 に 登 録 さ れ て い る 者 で あ る こ と 。 

イ  混 牧 林 地 と し て 利 用 す る た め 利 用 権 の 設 定 等 を 受 け る 場 合 、そ の 者

が 利 用 権 の 設 定 等 を 受 け る 土 地 を 効 率 的 に 利 用 し て 耕 作 又 は 養 畜 の

事 業 を 行 う こ と が で き る と 認 め ら れ る こ と 。  

ウ   農 業 用 施 設 用 地（ 開 発 し て 農 業 用 施 設 用 地 と す る こ と が 適 当 な 土 地  

を 含 む 。） と し て 利 用 す る た め 利 用 権 の 設 定 等 を 受 け る 場 合 、 そ の 土

地 を 効 率 的 に 利 用 す る こ と が で き る と 認 め ら れ る こ と 。  

②  農 用 地 に つ い て 所 有 権 、 地 上 権 、 永 小 作 権 、 質 権 、 賃 借 権 、 使 用 貸

借 に よ る 権 利 又 は そ の 他 の 使 用 及 び 収 益 を 目 的 と す る 権 利 を 有 す る 者

が 利 用 権 設 定 等 促 進 事 業 の 実 施 に よ り 利 用 権 の 設 定 等 を 行 う 場 合 に お

い て 、 当 該 者 が 前 項 の ア の ａ 及 び ｂ に 掲 げ る 要 件 （ 農 業 生 産 法 人 に あ

っ て は 、 ａ に 掲 げ る 要 件 ） の す べ て を 備 え て い る と き は 、 前 項 の 規 定

に か か わ ら ず 、 そ の 者 は 、 概 ね 利 用 権 の 設 定 等 を 行 う 農 用 地 の 面 積 の

合 計 の 範 囲 内 で 利 用 権 の 設 定 等 を 受 け る こ と が で き る も の と す る 。  

③  農 業 協 同 組 合 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 １ ３ ２ 号 ） 第 １ ０ 条 第 ２ 項 に 規

定 す る 事 業 を 行 う 農 業 協 同 組 合 又 は 農 業 協 同 組 合 連 合 会 が 利 用 権 の 設

定 等 を 受 け る 場 合 、 同 法 第 １ １ 条 の ３ １ 第 １ 項 第 １ 号 に 掲 げ る 場 合 に

お い て 農 業 協 同 組 合 又 は 農 業 協 同 組 合 連 合 会 が 利 用 権 の 設 定 等 を 受 け

る 場 合 、農 地 中 間 管 理 機 構（ 農 地 中 間 管 理 事 業 の 推 進 に 関 す る 法 律（ 平

成 25 年 法 律 第 10 1 号 ） 第 2 条 第 4 項 ）、 法 第 ４ 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 農

地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 を 行 う 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 又 は 独 立 行 政 法

人 農 業 者 年 金 基 金 法（ 平 成 14 年 法 律 第 12 7 号 ）附 則 第 ６ 条 第 １ 項 第 ２

号 に 掲 げ る 業 務 を 実 施 す る 独 立 行 政 法 人 農 業 者 年 金 基 金 が 利 用 権 の 設

定 等 を 受 け る 場 合 若 し く は 農 地 中 間 管 理 機 構 、 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団

体 又 は 独 立 行 政 法 人 農 業 者 年 金 基 金 が 利 用 権 の 設 定 等 を 行 う 場 合 に は 、

こ れ ら の 者 が 当 該 事 業 又 は 業 務 の 実 施 に 関 し 定 め る と こ ろ に よ る 。  

④  利 用 権 の 設 定 等 を 受 け た 後 に お い て 耕 作 又 は 養 畜 の 事 業 に 必 要 な 農

作 業 に 常 時 従 事 す る と 認 め ら れ な い 者 （ 農 業 生 産 法 人 、 農 地 中 間 管 理

機 構 、 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 、 農 業 協 同 組 合 そ の 他 農 業 経 営 基 盤 強

化 促 進 法 施 行 令 （ 昭 和 55 年 政 令 第 219 号 ）（ 以 下 、「 政 令 」 と い う 。）

第 ３ 条 で 定 め る 者 を 除 く 。）は 、次 に 掲 げ る 要 件 の す べ て を 備 え る も の

と す る 。  

ア  そ の 者 が 耕 作 又 は 養 畜 の 事 業 に 供 す べ き 農 用 地（ 開 発 し て 農 用 地 と

す る こ と が 適 当 な 土 地 を 開 発 し た 場 合 に お け る そ の 開 発 後 の 農 用 地

を 含 む 。） の す べ て を 効 率 的 に 利 用 し て 耕 作 又 は 養 畜 の 事 業 を 行 う と

認 め ら れ る こ と 。  

イ  そ の 者 が 地 域 の 農 業 に お け る 他 の 農 業 者 と の 適 切 な 役 割 分 担 の 下

に 断 続 的 か つ 安 定 的 に 農 業 経 営 を 行 う と 見 込 ま れ る こ と 。  

ウ  そ の 者 が 法 人 で あ る 場 合 に あ っ て は 、そ の 法 人 の 業 務 を 執 行 す る 役

員 の う ち 一 人 以 上 の 者 が そ の 法 人 の 行 う 耕 作 又 は 養 畜 の 事 業 に 常 時

従 事 す る と 認 め ら れ る こ と 。 

エ そ の 者 が 法 人 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 暴 力 団 （ 暴 力 団 員 に よ る 不 当
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な 行 為 の 防 止 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 ３ 年 法 律 第 77 号 ） 第 ２ 条 第 ２ 項

に 規 定 す る 暴 力 団 を い う 。）又 は そ の 統 制 下 に あ る 法 人 で は な い こ と 。 

オ そ の 者 が 個 人 で あ る 場 合 に あ っ て は 、暴 力 団（ 暴 力 団 員 に よ る 不 当 な

行 為 の 防 止 等 に 関 す る 法 律 第 ２ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 暴 力 団 を い う 。）又

は そ の 統 制 下 に あ る 法 人 の 構 成 員 で な い こ と 。 

⑤  農 業 生 産 法 人 の 組 合 員 、 社 員 又 は 株 主 （ 農 地 法 第 ２ 条 第 ３ 項 第 ２ 号

チ に 掲 げ る 者 を 除 く 。）が 、利 用 権 設 定 等 促 進 事 業 の 実 施 に よ り 、当 該

農 業 生 産 法 人 に 利 用 権 の 設 定 等 を 行 う た め 利 用 権 の 設 定 等 を 行 う 場 合 、

① の 規 定 に か か わ ら ず 利 用 権 の 設 定 等 を 受 け る こ と が で き る も の と す

る 。  

た だ し 、 利 用 権 の 設 定 等 を 受 け た 土 地 の す べ て に つ い て 当 該 農 業 生

産 法 人 に 利 用 権 の 設 定 等 を 行 い 、 か つ 、 こ れ ら 二 つ の 利 用 権 の 設 定 等

が 同 一 の 農 用 地 利 用 集 積 計 画 に お い て 行 わ れ る 場 合 に 限 る も の と す る 。 

⑥  ① か ら ⑤ に 定 め る 場 合 の ほ か 、 利 用 権 の 設 定 等 を 受 け る 者 が 利 用 権

の 設 定 等 を 受 け た 後 に お い て 備 え る べ き 要 件 は 、 別 紙 １ の と お り と す

る 。  

 

(２ )利 用 権 の 設 定 等 の 内 容  

利 用 権 設 定 等 促 進 事 業 の 実 施 に よ り 、 設 定 （ 又 は 移 転 ） さ れ る 利 用 権 の

存 続 期 間 （ 又 は 残 存 期 間 ） の 基 準 、 借 賃 の 算 定 基 準 及 び 支 払 （ 持 分 の 付 与

を 含 む 。以 下 同 じ 。）の 方 法 、農 業 経 営 の 受 委 託 の 場 合 の 損 益 の 算 定 基 準 及

び 決 済 の 方 法 そ の 他 利 用 権 の 条 件 並 び に 移 転 さ れ る 所 有 権 の 移 転 の 対 価

（ 現 物 出 資 に 伴 い 付 与 さ れ る 持 分 を 含 む 。以 下 同 じ 。）の 算 定 基 準 及 び 支 払

い の 方 法 並 び に 所 有 権 の 移 転 の 時 期 は 、 別 紙 ２ の と お り と す る 。  

 

(３ )開 発 を 伴 う 場 合 の 措 置  

  ①  小 城 市 は 、 開 発 し て 農 用 地 又 は 農 業 施 設 用 地 と す る こ と が 適 当 な 土

地 に つ い て の 利 用 権 の 設 定 等 を 内 容 と す る 農 用 地 利 用 集 積 計 画 の 作 成

に 当 た っ て は 、 そ の 利 用 権 の 設 定 等 を 受 け る 者 （ 地 方 公 共 団 体 、 農 地

利 用 集 積 円 滑 化 団 体 及 び 農 地 中 間 管 理 機 構 を 除 く 。）か ら「 農 業 経 営 基

盤 強 化 促 進 法 の 基 本 要 綱 」（ 平 成 24 年 ５ 月 31 日 付 け 24 経 営 第 56 4 号

農 林 水 産 省 経 営 局 長 通 知 。以 下「 基 本 要 綱 」と い う 。） 様 式 第 ７ 号 に 定

め る 様 式 に よ る 開 発 事 業 計 画 を 提 出 さ せ る 。  

②  小 城 市 は 、 ① の 開 発 事 業 計 画 が 提 出 さ れ た 場 合 に お い て 、 次 に 掲 げ

る 要 件 に 適 合 す る と 認 め る と き に 農 用 地 利 用 集 積 計 画 の 手 続 き を 進 め

る 。  

ア  当 該 開 発 事 業 の 実 施 が 確 実 で あ る こ と 。  

      イ  当 該 開 発 事 業 の 実 施 に 当 た り 農 地 転 用 を 伴 う 場 合 に は 、 農 地 転 用

の 許 可 の 基 準 に 従 っ て 許 可 し 得 る も の で あ る こ と 。  

      ウ  当 該 開 発 事 業 の 実 施 に 当 た り 農 用 地 区 域 内 の 開 発 行 為 を 伴 う 場 合

に は 、 開 発 行 為 の 許 可 基 準 に 従 っ て 許 可 し 得 る も の で あ る こ と 。  

 

(４ )農 用 地 利 用 集 積 計 画 の 策 定 時 期  

    ①  小 城 市 は 、(５ )の 申 出 そ の 他 の 状 況 か ら 農 用 地 の 農 業 上 の 利 用 の 集 積

を 図 る た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 そ の 都 度 、 農 用 地 利 用 集 積 計

画 を 定 め る 。  

    ②  小 城 市 は 、 農 用 地 利 用 集 積 計 画 の 定 め る と こ ろ に よ り 設 定 （ 又 は 移

転 ） さ れ た 利 用 権 の 存 続 期 間 （ 又 は 残 存 期 間 ） の 満 了 後 も 農 用 地 の 農

業 上 の 利 用 の 集 積 を 図 る た め 、 引 き 続 き 農 用 地 利 用 集 積 計 画 を 定 め る

よ う 努 め る も の と す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 農 用 地 利 用 集 積 計 画

は 、 現 に 定 め ら れ て い る 農 用 地 利 用 集 積 計 画 に 係 る 利 用 権 の 存 続 期 間

（ 又 は 残 存 期 間 ）の 満 了 の 日 の 30 日 前 ま で に 当 該 利 用 権 の 存 続 期 間（ 又
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は 残 存 期 間 ）の 満 了 の 日 の 翌 日 を 始 期 と す る 利 用 権 の 設 定（ 又 は 移 転 ）

を 内 容 と し て 定 め る 。  

 

(５ )要 請 及 び 申 出  

①  小 城 市 農 業 委 員 会 は 、 認 定 農 業 者 で 利 用 権 の 設 定 を 受 け よ う と す る

者 又 は 利 用 権 の 設 定 等 を 行 お う と す る 者 の 申 出 を も と に 、 農 用 地 の 利

用 権 の 調 整 を 行 っ た 結 果 、 認 定 農 業 者 に 対 す る 利 用 権 設 定 等 の 調 整 が

調 っ た と き は 、 小 城 市 に 農 用 地 利 用 集 積 計 画 を 定 め る べ き 旨 を 要 請 す

る こ と が で き る 。  

②  小 城 市 の 全 部 又 は 一 部 を そ の 地 区 の 全 部 又 は 一 部 と す る 土 地 改 良 区

は 、 そ の 地 区 内 の 土 地 改 良 法 （ 昭 和 24 年 法 律 第 19 5 号 ） 第 52 条 第 １

項 又 は 第 89 条 の ２ 第 １ 項 の 換 地 計 画 に 係 る 地 域 に お け る 農 地 の 集 団 化

と 相 ま っ て 農 用 地 の 利 用 の 集 積 を 図 る た め 、 利 用 権 設 定 等 促 進 事 業 の

実 施 が 必 要 で あ る と 認 め る と き は 、 別 に 定 め る 様 式 に よ り 農 用 地 利 用

集 積 計 画 に 定 め る べ き 旨 を 申 し 出 る こ と が で き る 。  

③  農 用 地 利 用 改 善 団 体 及 び 営 農 指 導 事 業 に お い て そ の 組 合 員 の 行 う 作

付 地 の 集 団 化 、 農 作 業 の 効 率 化 等 の 農 用 地 の 利 用 関 係 の 改 善 に 関 す る

措 置 の 推 進 に 積 極 的 に 取 り 組 ん で い る 農 業 協 同 組 合 は 、 別 に 定 め る 様

式 に よ り 農 用 地 利 用 集 積 計 画 に 定 め る べ き 旨 を 申 し 出 る こ と が で き る 。 

④  小 城 市 の 全 部 又 は 一 部 を そ の 事 業 実 施 区 域 と す る 農 地 利 用 集 積 円 滑

化 団 体 は 、 そ の 区 域 内 の 農 用 地 の 利 用 の 集 積 を 図 る 目 的 の た め 、 利 用

権 設 定 等 促 進 事 業 の 実 施 が 必 要 で あ る と 認 め る と き は 、 別 に 定 め る 様

式 に よ り 農 用 地 利 用 集 積 計 画 に 定めるべき旨を申し出ることができる。 

⑤  ② か ら ④ に 定 め る 申 出 を 行 う 場 合 に お い て 、 (４ )の ② の 規 定 に よ り

定 め る 農 用 地 利 用 集 積 計 画 の 定 め る と こ ろ に よ り 利 用 権 の 存 続 を 申 し

出 る 場 合 に は 、現 に 設 定（ 又 は 移 転 ）さ れ て い る 利 用 権 の 存 続 期 間（ 又

は 残 存 期 間 ） の 満 了 の 日 の 90 日 前 ま で に 申 し 出 る も の と す る 。  

 

(６ )農 用 地 利 用 集 積 計 画 の 作 成  

①  小 城 市 は 、 (５ )の ① の 規 定 に よ る 小 城 市 農 業 委 員 会 か ら の 要 請 が あ

っ た 場 合 に は 、 そ の 要 請 の 内 容 を 尊 重 し て 農 用 地 利 用 集 積 計 画 を 定 め

る 。  

②  小 城 市 は 、 (５ )の ② か ら ④ の 規 定 に よ る 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 、

農 用 地 利 用 改 善 団 体 、 農 業 協 同 組 合 又 は 土 地 改 良 区 か ら 申 出 が あ っ た

場 合 に は 、 そ の 申 出 の 内 容 を 勘 案 し て 農 用 地 利 用 集 積 計 画 を 定 め る も

の と す る 。  

③  ① 、 ② に 定 め る 場 合 の ほ か 、 利 用 権 の 設 定 等 を 行 お う と す る 者 又 は

利 用 権 の 設 定 等 を 受 け よ う と す る 者 の 申 出 が あ り 、 利 用 権 設 定 等 の 調 整

が 調 っ た と き は 、 小 城 市 は 農 用 地 利 用 集 積 計 画 を 定 め る こ と が で き る 。 

④  小 城 市 は 、 農 用 地 利 用 集 積 計 画 に お い て 利 用 権 の 設 定 等 を 受 け る 者

を 定 め る に 当 た っ て は 、 利 用 権 の 設 定 等 を 受 け よ う と す る 者 （ (１ )に

規 定 す る 利 用 権 の 設 定 等 を 受 け る べ き 者 の 要 件 に 該 当 す る 者 に 限 る 。）

に つ い て 、 そ の 者 の 農 業 経 営 の 状 況 、 利 用 権 の 設 定 等 を し よ う と す る

土 地 及 び そ の 者 の 現 に 耕 作 又 は 養 畜 の 事 業 に 供 し て い る 農 用 地 の 位 置

そ の 他 の 利 用 条 件 等 を 総 合 的 に 勘 案 し て 、 農 用 地 の 農 業 上 の 利 用 の 集

積 並 び に 利 用 権 の 設 定 等 を 受 け よ う と す る 者 の 農 業 経 営 の 改 善 及 び 安

定 に 資 す る よ う に す る 。  

 

(７ )農 用 地 利 用 集 積 計 画 の 内 容  

農 用 地 利 用 集 積 計 画 に お い て は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

な お 、 ⑥ の ウ に 掲 げ る 事 項 に つ い て は 、 (１ )の ④ に 定 め る 者 が こ れ ら を

実 行 す る 能 力 が あ る か に つ い て 確 認 し て 定 め る も の と す る 。  
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①   利 用 権 の 設 定 等 を 受 け る 者 の 氏 名 又 は 名 称 及 び 住 所  

②  ① に 規 定 す る 者 が 利 用 権 の 設 定 等 を 受 け る 土 地 の 所 在 、 地 番 、 地 目

及 び 面 積（ (1 )の ④ に 定 め る 者 で あ る 場 合 に つ い て は 、賃 借 権 又 は 使 用

貸 借 に よ る 権 利 の 設 定 に 限 る 。）  

③  ① に 規 定 す る 者 に ② に 規 定 す る 土 地 に つ い て 利 用 権 の 設 定 等 を 行 う

者 の 氏 名 又 は 名 称 及 び 住 所  

④  ① に 規 定 す る 者 が 設 定（ 又 は 移 転 ）を 受 け る 利 用 権 の 種 類 、内 容（ 土

地 の 利 用 目 的 を 含 む 。）、始 期（ 又 は 移 転 の 時 期 ）、存 続 期 間（ 又 は 残 存

期 間 ）、借 賃 及 び そ の 支 払 い の 方 法（ 当 該 利 用 権 が 農 業 の 経 営 の 委 託 を

受 け る こ と に よ り 取 得 さ れ る 使 用 及 び 収 益 を 目 的 と す る 権 利 で あ る 場

合 に あ っ て は 農 業 の 経 営 の 委 託 者 に 帰 属 す る 損 益 の 算 出 基 準 及 び 決 済

の 方 法 ）、利 用 権 の 条 件 そ の 他 利 用 権 の 設 定（ 又 は 移 転 ）に 係 る 法 律 関

係  

⑤  ① に 規 定 す る 者 が 移 転 を 受 け る 所 有 権 の 移 転 の 後 に お け る 土 地 の 利

用 目 的 、 当 該 所 有 権 の 移 転 の 時 期 、 移 転 の 対 価 （ 現 物 出 資 に 伴 い 付 与

さ れ る 持 分 を 含 む 。） 及 び そ の 支 払 い （ 持 分 の 付 与 を 含 む 。） の 方 法 そ

の 他 所 有 権 の 移 転 に 係 る 法 律 関 係  

⑥  ① に 規 定 す る 者 が (1 )の ④ に 規 定 す る 者 で あ る 場 合 に は 、次 に 掲 げ る

事 項  

ア  そ の 者 が 、 賃 貸 借 又 は 使 用 貸 借 に よ る 権 利 の 設 定 を 受 け た 後 に お

い て 、 そ の 農 用 地 を 適 正 に 利 用 し て い な い と 認 め ら れ る 場 合 に 、 賃

貸 借 又 は 使 用 貸 借 の 解 除 を す る 旨 の 条 件  

イ  そ の 者 が 毎 事 業 年 度 の 終 了 後 ３ 月 以 内 に 、 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進

法 施 行 規 則（ 昭 和 55 年 農 林 水 産 省 令 第 34 号 、以 下 、「 規 則 」と い う 。）

第 16 条 の ２ 各 号 で 定 め る と こ ろ に よ り 、権 利 の 取 得 を 受 け た 農 地 で

生 産 し た 作 物 や そ の 栽 培 面 積 、 生 産 数 量 な ど 、 そ の 者 が 賃 借 権 又 は

使 用 貸 借 に よ る 権 利 の 設 定 を 受 け た 農 用 地 の 利 用 状 況 に つ い て 小 城

市 長 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 旨  

ウ  そ の 者 が 、 賃 貸 借 又 は 使 用 貸 借 を 解 除 し 撤 退 し た 場 合 の 混 乱 を 防

止 す る た め の 次 に 掲 げ る 事 項 （ ｅ に つ い て は 必 要 に 応 じ て 定 め る ）  

ａ  農 用 地 を 明 け 渡 す 際 の 原 状 回 復 の 義 務 を 負 う 者  

ｂ  原 状 回 復 の 費 用 の 負 担 者  

ｃ  原 状 回 復 が な さ れ な い と き の 損 害 賠 償 の 取 決 め  

ｄ  賃 借 期 間 の 中 途 の 契 約 終 了 時 に お け る 違 約 金 支 払 い の 取 決 め  

ｅ  そ の 他 撤 退 し た 場 合 の 混 乱 を 防 止 す る た め の 取 決 め  

⑦  ① に 規 定 す る 者 の 農 業 経 営 の 状 況  

 

(８ )同 意  

小 城 市 は 、 農 用 地 利 用 集 積 計 画 の 案 を 作 成 し た と き は 、 (７ )の ② に 規 定

す る 土 地 ご と に (７ )の ① に 規 定 す る 者 並 び に 当 該 土 地 に つ い て 所 有 権 、 地

上 権 、 永 小 作 権 、 質 権 、 賃 借 権 、 使 用 貸 借 に よ る 権 利 又 は そ の 他 の 使 用 及

び 収 益 を 目 的 と す る 権 利 を 有 す る 者 の す べ て の 同 意 を 得 る 。  

た だ し 、 数 人 の 共 有 に 係 る 土 地 に つ い て 利 用 権 （ そ の 存 続 期 間 が ５ 年 を

超 え な い も の に 限 る 。）の 設 定 又 は 移 転 を す る 場 合 に お け る 当 該 土 地 に つ い

て 所 有 権 を 有 す る 者 の 同 意 に つ い て は 、 当 該 土 地 に つ い て ２ 分 の １ を 超 え

る 共 有 持 分 を 有 す る 者 の 同 意 を 得 る こ と で 足 り る も の と す る 。  

 

(９ )公 告  

小 城 市 は 、小 城 市 農 業 委 員 会 の 決 定 を 経 て 農 用 地 利 用 集 積 計 画 を 定 め た と

き 又 は (５ )の ① の 規 定 に よ る 小 城 市 農 業 委 員 会 の 要 請 の 内 容 と 一 致 す る 農

用 地 利 用 集 積 計 画 を 定 め た と き は 、 そ の 旨 及 び そ の 農 用 地 利 用 集 積 計 画 の

内 容 の う ち (７ )の ① か ら ⑥ ま で に 掲 げ る 事 項 を 小 城 市 の 掲 示 板 へ の 掲 示 に
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よ り 公 告 す る 。  

 

(1 0 )公 告 の 効 果  

小 城 市 が (９ )の 規 定 に よ る 公 告 を し た と き は 、 そ の 公 告 に 係 る 農 用 地 利

用 集 積 計 画 の 定 め る と こ ろ に よ っ て 利 用 権 が 設 定 さ れ （ 若 し く は 移 転 し ）

又 は 所 有 権 が 移 転 す る も の と す る 。  

 

(1 1 )利 用 権 の 設 定 等 を 受 け た 者 の 責 務  

利 用 権 設 定 等 促 進 事 業 の 実 施 に よ り 利 用 権 の 設 定 等 を 受 け た 者 は 、 そ の

利 用 権 の 設 定 等 に 係 る 土 地 を 効 率 的 に 利 用 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。 

 

(1 2 )農 業 委 員 会 へ の 報 告  

小 城 市 は 、 解 除 条 件 付 き の 賃 借 権 又 は 使 用 貸 借 に よ る 権 利 の 設 定 を 受 け

た 者 か ら の 農 用 地 の 利 用 状 況 の 報 告 （ 規 則 第 16 条 の ２ ） が あ っ た 場 合 は 、

そ の 写 し を 小 城 市 農 業 委 員 会 に 提 出 す る も の と す る 。  

 

(1 3 )紛 争 の 処 理  

小 城 市 は 、利 用 権 設 定 等 促 進 事 業 の 実 施 に よ る 利 用 権 の 設 定 等 が 行 わ れ た

後 は 、 借 賃 又 は 対 価 の 支 払 等 利 用 権 の 設 定 等 に 係 る 土 地 の 利 用 に 伴 う 紛 争

が 生 じ た と き は 、 当 該 利 用 権 の 設 定 等 の 当 事 者 の 一 方 又 は 双 方 の 申 出 に 基

づ き 、 そ の 円 満 な 解 決 に 努 め る 。  

 

(1 4 )農 用 地 利 用 集 積 計 画 の 取 消 し 等  

①  小 城 市 長 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 (９ )の

規 定 に よ る 公 告 の あ っ た 農 用 地 利 用 集 積 計 画 の 定 め に よ る と こ ろ に よ

り 賃 貸 権 又 は 使 用 貸 借 に よ る 権 利 の 設 定 を 受 け た (１ )の ④ に 規 定 す る

者 に 対 し 、 相 当 の 期 限 を 定 め て 、 必 要 な 措 置 を 講 ず べ き こ と を 勧 告 す

る こ と が で き る も の と す る 。  

 ア  そ の 者 が 、 そ の 農 用 地 に お い て 行 う 耕 作 又 は 養 畜 の 事 業 に よ り 、

周 辺 の 地 域 に お け る 農 用 地 の 農 業 上 の 効 率 的 か つ 総 合 的 な 利 用 の 確

保 に 支 障 が 生 じ て い る と き 。  

 イ  そ の 者 が 、 地 域 の 農 業 に お け る 他 の 農 業 者 と の 適 切 な 役 割 分 担 の

下 に 断 続 的 か つ 安 定 的 に 農 業 経 営 を 行 っ て い な い と 認 め ら れ る と き 。 

 ウ  そ の 者 が 法 人 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 そ の 法 人 の 業 務 を 執 行 す る

役 員 の い ず れ も が そ の 法 人 の 行 う 耕 作 又 は 養 畜 の 事 業 に 常 時 従 事 し

て い な い と 認 め る と き 。  

②  小 城 市 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 小 城 市 農

業 委 員 会 の 決 定 を 経 て 、 農 用 地 利 用 集 積 計 画 の う ち 当 該 各 号 に 係 る 賃

借 権 又 は 使 用 貸 借 に よ る 権 利 の 設 定 に 係 る 部 分 を 取 消 す も の と す る 。  

 ア  (９ )の 規 定 に よ る 公 告 が あ っ た 農 用 地 利 用 集 積 計 画 の 定 め る と こ

ろ に よ り こ れ ら の 権 利 の 設 定 を 受 け た (１ )の ④ に 規 定 す る 者 が そ の

農 用 地 を 適 正 に 利 用 し て い な い と 認 め ら れ る に も か か わ ら ず 、 こ れ

ら の 権 利 を 設 定 し た 者 が 賃 貸 借 又 は 使 用 貸 借 の 解 除 を し な い と き 。  

 イ  ① の 規 定 に よ る 勧 告 を 受 け た 者 が そ の 勧 告 に 従 わ な か っ た と き 。  

③  小 城 市 は 、 ② の 規 定 に よ る 取 消 し を し た と き は 、 農 用 地 利 用 集 積 計

画 を 取 消 し た 旨 及 び 当 該 農 用 地 利 用 集 積 計 画 の う ち 取 消 し に 係 る 部 分

を 小 城 市 の 掲 示 板 へ の 掲 示 に よ り 公 告 す る 。  

④  小 城 市 が ③ の 規 定 に よ る 公 告 を し た と き は 、 ② の 規 定 に よ る 取 消 し

に 係 る 賃 貸 借 又 は 使 用 貸 借 が 解 除 さ れ た も の と み な す 。  

⑤  小 城 市 農 業 委 員 会 は 、② の 規 定 に よ る 取 消 し が あ っ た 場 合 に お い て 、

当 該 農 用 地 の 適 正 か つ 効 率 的 な 利 用 が 図 ら れ な い お そ れ が あ る と 認 め

る と き は 、 当 該 農 用 地 の 所 有 者 に 対 し 、 当 該 農 用 地 に つ い て の 利 用 権
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設 定 等 の あ っ せ ん を 働 き か け る と と も に 、 必 要 に 応 じ て 農 地 利 用 集 積

円 滑 化 事 業 の 活 用 を 図 る も の と す る 。 小 城 市 農 業 委 員 会 は 、 所 有 者 が

こ れ ら の 事 業 の 実 施 に 応 じ た と き は 、 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 に 連 絡

し て 協 力 を 求 め る と と も に 、 連 携 し て 農 用 地 の 適 正 か つ 効 率 的 な 利 用

の 確 保 に 努 め る も の と す る 。  

 

２  農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 の 実 施 の 促 進 に 関 す る 事 項  

（ １ ）小 城 市 は 、市 の 全 域 又 は 一 部 を 区 域 と し て 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 を

行 う 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 と の 連 携 の 下 に 、農 用 地 等 の 所 有 者 、農 業

経 営 者 等 の 地 域 の 関 係 者 に 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 の 趣 旨 が 十 分 理 解

さ れ 、地 域 一 体 と な っ て 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 を 進 め る と の 合 意 形 成

が 行 わ れ る よ う 、農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 に 関 す る 普 及 啓 発 活 動 等 を 行

う も の と す る 。  

（ ２ ）小 城 市 、小 城 市 農 業 委 員 会 、佐 賀 県 農 業 協 同 組 合 、土 地 改 良 区 及 び 小

城 市 農 業 再 生 協 議 会 等 の 関 係 団 体 は 、農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 を 促 進 す

る た め 、農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 に 対 し 、情 報 提 供 、事 業 の 協 力 を 行 う

も の と す る 。  

 

３  農 用 地 利 用 改 善 事 業 の 実 施 の 単 位 と し て 適 当 で あ る と 認 め ら れ る 区 域 の

基 準 そ の 他 農 用 地 利 用 改 善 事 業 の 実 施 の 基 準 に 関 す る 事 項  

 (１ ) 農 用 地 利 用 改 善 事 業 の 実 施 の 促 進  

   小 城 市 は 、 地 域 関 係 農 業 者 等 が 農 用 地 の 有 効 利 用 及 び 農 業 経 営 の 改 善

の た め に 行 う 自 主 的 努 力 を 助 長 す る た め 、 地 域 関 係 農 業 者 等 の 組 織 す る

団 体 に よ る 農 用 地 利 用 改 善 事 業 の 実 施 を 促 進 す る 。  

(２ ) 区 域 の 基 準  

農 用 地 利 用 改 善 事 業 の 実 施 の 単 位 と し て 適 当 で あ る と 認 め ら れ る 区 域

の 基 準 は 、 土 地 の 自 然 的 条 件 、 農 用 地 の 保 有 及 び 利 用 の 状 況 、 農 作 業 の

実 施 の 状 況 、 農 業 経 営 活 動 の 領 域 等 の 観 点 か ら 、 農 用 地 利 用 改 善 事 業 を

行 う こ と が 適 当 で あ る と 認 め ら れ る 区 域 （ １ ～ 数 集 落 、 又 は 、 共 同 乾 燥

施 設 範 囲 の 広 範 囲 な 受 益 地 ） と す る も の と す る 。  

た だ し 、 農 用 地 利 用 関 係 や 農 作 業 の 共 同 化 を 行 う 上 で 、 効 果 的 な 事 業

の 展 開 が で き る 場 合 は 、 集 落 の 一 部 の 区 域 を 除 外 す る も の と す る 。  

(３ ) 農 用 地 利 用 改 善 事 業 の 内 容  

農 用 地 利 用 改 善 事 業 の 主 要 な 内 容 は 、 (２ )に 規 定 す る 区 域 内 の 農 用 地

の 効 率 的 か つ 総 合 的 な 利 用 を 図 る た め の 、 作 付 地 の 集 団 化 、 農 作 業 の 効

率 化 そ の 他 の 措 置 及 び 農 用 地 の 利 用 関 係 の 改 善 に 関 す る 措 置 を 推 進 す る

も の と す る 。  

(４ ) 農 用 地 利 用 規 程 の 内 容  

①  農 用 地 利 用 改 善 事 業 の 準 則 と な る 農 用 地 利 用 規 程 に お い て は 、 次 に

掲 げ る 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

ア  農 用 地 の 効 率 的 か つ 総 合 的 な 利 用 を 図 る た め の 措 置 に 関 す る 基 本

的 な 事 項  

イ  農 用 地 利 用 改 善 事 業 の 実 施 区 域  

ウ   作 付 地 の 集 団 化 そ の 他 農 作 物 の 栽 培 の 改 善 に 関 す る 事 項  

エ   認 定 農 業 者 と そ の 他 の 構 成 員 と の 役 割 分 担 そ の 他 農 作 業 の 効 率 化

に 関 す る 事 項  

オ   認 定 農 業 者 に 対 す る 農 用 地 の 利 用 の 集 積 の 目 標 そ の 他 農 用 地 の 利

用 関 係 の 改 善 に 関 す る 事 項  

カ   そ の 他 必 要 な 事 項  

②   農 用 地 利 用 規 程 に お い て は 、 ① に 掲 げ る す べ て の 事 項 に つ い て の 実

行 方 策 を 明 ら か に す る も の と す る 。  

(５ ) 農 用 地 利 用 規 程 の 認 定  
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①  (２ )に 規 定 す る 区 域 を そ の 区 域 と す る 地 域 関 係 農 業 者 等 の 組 織 す る

団 体 で 、定 款 又 は 規 約 及 び 構 成 員 に つ き 法 第 23 条 第 １ 項 に 規 定 す る 要

件 を 備 え る も の は 、 基 本 要 綱 様 式 第 ４ 号 の 認 定 申 請 書 を 小 城 市 に 提 出

し て 、 農 用 地 利 用 規 程 に つ い て 小 城 市 の 認 定 を 受 け る こ と が で き る 。  

②  小 城 市 は 、 申 請 さ れ た 農 用 地 利 用 規 程 が 次 に 掲 げ る 要 件 に 該 当 す る

と き は 、 法 第 23 条 第 １ 項 の 認 定 を す る 。  

ア  農 用 地 利 用 規 程 の 内 容 が 基 本 構 想 に 適 合 す る も の で あ る こ と 。  

イ  農 用 地 利 用 規 程 の 内 容 が 農 用 地 の 効 率 的 か つ 総 合 的 な 利 用 を 図 る

た め に 適 切 な も の で あ る こ と 。  

ウ   (４ )の ① の エ に 掲 げ る 役 割 分 担 が 認 定 農 業 者 の 農 業 経 営 の 改 善 に

資 す る も の で あ る こ と  

エ   農 用 地 利 用 規 程 が 適 正 に 定 め ら れ て お り 、 か つ 、 申 請 者 が 当 該 農

用 地 利 用 規 程 で 定 め る と こ ろ に 従 い 農 用 地 利 用 改 善 事 業 を 実 施 す る

見 込 み が 確 実 で あ る こ と 。  

③   小 城 市 は 、 ② の 認 定 を し た と き は 、 そ の 旨 及 び 当 該 認 定 に 係 る 農 用

地 利 用 規 程 を 小 城 市 の 掲 示 板 へ の 提 示 に よ り 公 告 す る 。  

④   ① か ら ③ ま で の 規 定 は 、農 用 地 利 用 規 程 の 変 更 に つ い て も 準 用 す る 。 

(６ ) 特 定 農 業 法 人 又 は 特 定 農 業 団 体 を 定 め る 農 用 地 利 用 規 程 の 認 定  

①  (５ )の ① に 規 定 す る 団 体 は 、 農 用 地 の 保 有 及 び 利 用 の 現 況 及 び 将 来

の 見 通 し 等 か ら み て 農 用 地 利 用 改 善 事 業 が 円 滑 に 実 施 さ れ な い と 認 め

る と き は 、 当 該 団 体 の 地 区 内 の 農 用 地 の 相 当 部 分 に つ い て 農 業 上 の 利

用 を 行 う 効 率 的 か つ 安 定 的 な 農 業 経 営 を 育 成 す る と い う 観 点 か ら 、 当

該 団 体 の 構 成 員 か ら そ の 所 有 す る 農 用 地 に つ い て 利 用 権 の 設 定 等 又 は

農 作 業 の 委 託 を 受 け て 農 用 地 の 利 用 の 集 積 を 行 う 農 業 経 営 を 営 む 法 人

（ 以 下「 特 定 農 業 法 人 」と い う 。）又 は 当 該 団 体 の 構 成 員 か ら そ の 所 有

す る 農 用 地 に つ い て 農 作 業 の 委 託 を 受 け て 農 用 地 の 利 用 の 集 積 を 行 う

団 体 （ 農 業 経 営 を 営 む 法 人 を 除 き 、 農 業 経 営 を 営 む 法 人 と な る こ と が

確 実 で あ る と 見 込 ま れ る こ と 、 定 款 又 は 規 約 を 有 し て い る こ と な ど 農

業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 施 行 令（ 昭 和 55 年 政 令 第 21 9 号 ）第 ５ 条 に 掲 げ

る 要 件 に 該 当 す る も の に 限 る 。 以 下 「 特 定 農 業 団 体 」 と い う 。） を 、 当

該 特 定 農 業 法 人 又 は 特 定 農 業 団 体 の 同 意 を 得 て 、 農 用 地 利 用 規 程 に お

い て 定 め る こ と が で き る 。  

②   ① の 規 定 に よ り 定 め る 農 用 地 利 用 規 程 に お い て は 、 (４ )の ① に 掲 げ

る 事 項 の ほ か 、 次 の 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

ア   特 定 農 業 法 人 又 は 特 定 農 業 団 体 の 名 称 及 び 住 所  

イ   特 定 農 業 法 人 又 は 特 定 農 業 団 体 に 対 す る 農 用 地 の 利 用 の 集 積 の 目

標  

ウ   特 定 農 業 法 人 又 は 特 定 農 業 団 体 に 対 す る 農 用 地 の 利 用 権 の 設 定 等

及 び 農 作 業 の 委 託 に 関 す る 事 項  

③   小 城 市 は 、 ② に 規 定 す る 事 項 が 定 め ら れ て い る 農 用 地 利 用 規 程 に つ  

い て (５ )の ① の 認 定 の 申 請 が あ っ た 場 合 に お い て 、 農 用 地 利 用 規 程 の

内 容 が (５ )の ② に 掲 げ る 要 件 の ほ か 、 次 に 掲 げ る 要 件 に 該 当 す る と き

は 、 (５ )の ① の 認 定 を す る 。  

ア   ② の イ に 掲 げ る 目 標 が (２ )に 規 定 す る 区 域 内 の 農 用 地 の 相 当 部 分

に つ い て 利 用 の 集 積 を す る も の で あ る こ と 。  

イ   申 請 者 の 構 成 員 か ら そ の 所 有 す る 農 用 地 に つ い て 利 用 権 の 設 定 等

又 は 農 作 業 の 委 託 を 行 い た い 旨 の 申 出 が あ っ た 場 合 に 、 特 定 農 業 法

人 が 当 該 申 出 に 係 る 農 用 地 に つ い て 利 用 権 の 設 定 等 若 し く は 農 作 業

の 委 託 を 受 け る こ と 、 又 は 特 定 農 業 団 体 が 当 該 申 出 に 係 る 農 用 地 に

つ い て 農 作 業 の 委 託 を 受 け る こ と が 確 実 で あ る と 認 め ら れ る こ と 。  

ウ   ② で 規 定 す る 事 項 が 定 め ら れ て い る 農 用 地 利 用 規 程 （ 以 下 「 特 定

農 用 地 利 用 規 程 」と い う 。）に お い て 、実 施 区 域 内 の 農 用 地 の 効 率 的
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か つ 総 合 的 な 利 用 を 図 る た め 特 に 必 要 が あ る と 認 め ら れ る と き は 、

農 業 上 の 利 用 の 程 度 が そ の 周 辺 地 域 に お け る 農 用 地 の 利 用 の 程 度 に

比 べ 、 著 し く 劣 っ て い る と 認 め ら れ る 農 用 地 に つ い て 、 所 有 者 （ 所

有 権 以 下 の 権 原 に 基 づ き 使 用 及 び 収 益 を す る 者 が あ る 場 合 に は 、 そ

の 者 ） に 対 し 、 当 該 特 定 農 業 法 人 に 利 用 権 の 設 定 等 又 は 農 作 業 の 委

託 を 行 う よ う 勧 奨 す る こ と が で き る 旨 定 め ら れ て い る こ と 。  

④  ② で 規 定 す る 事 項 が 定 め ら れ て い る 農 用 地 利 用 規 程 （ 以 下 「 特 定 農

用 地 利 用 規 程 」と い う 。）で 定 め ら れ た 特 定 農 業 法 人 は 、認 定 農 業 者 と 、

特 定 農 用 地 利 用 規 程 は 、法 第 12 条 第 １ 項 の 認 定 に 係 る 農 業 経 営 改 善 計

画 と み な す 。  

(７ ) 農 用 地 利 用 改 善 団 体 の 勧 奨 等  

①  (５ )の ② の 認 定 を 受 け た 団 体 （ 以 下 「 認 定 団 体 」 と い う 。） は 、 当 該

認 定 団 体 が 行 う 農 用 地 利 用 改 善 事 業 の 実 施 区 域 内 の 農 用 地 の 効 率 的 か

つ 総 合 的 な 利 用 を 図 る た め 特 に 必 要 が あ る と 認 め ら れ る と き は 、 そ の

農 業 上 の 利 用 の 程 度 が そ の 周 辺 の 当 該 区 域 内 に お け る 農 用 地 の 利 用 の

程 度 に 比 べ 、 著 し く 劣 っ て い る と 認 め ら れ る 農 用 地 に つ い て 、 当 該 農

用 地 の 所 有 者 （ 所 有 者 以 外 に 権 原 に 基 づ き 使 用 及 び 収 益 を す る 者 が あ

る 場 合 に は 、 そ の 者 ） で あ る 当 該 認 定 団 体 の 構 成 員 に 対 し 、 認 定 農 業

者 （ 特 定 農 用 地 利 用 規 程 で 定 め る と こ ろ に 従 い 、 農 用 地 利 用 改 善 事 業

を 行 う 認 定 団 体 に あ っ て は 、 当 該 特 定 農 用 地 利 用 規 程 で 定 め ら れ た 特

定 農 業 団 体 を 含 む 。）に 利 用 権 の 設 定 等 又 は 農 作 業 の 委 託 を 行 う よ う 勧

奨 す る こ と が で き る 。  

②  ① の 勧 奨 は 、 農 用 地 利 用 規 程 に 基 づ き 実 施 す る も の と す る 。  

③  特 定 農 用 地 利 用 規 程 で 定 め ら れ た 特 定 農 業 法 人 及 び 特 定 農 業 団 体 は 、

当 該 特 定 農 用 地 利 用 規 程 で 定 め ら れ た 農 用 地 利 用 改 善 事 業 の 実 施 区 域

内 に そ の 農 業 上 の 利 用 の 程 度 が そ の 周 辺 の 当 該 区 域 内 に お け る 農 用 地

の 利 用 の 程 度 に 比 べ 、 著 し く 劣 っ て い る と 認 め ら れ る 農 用 地 が あ る 場

合 に は 、当 該 農 用 地 に つ い て 利 用 権 の 設 定 等 又 は 農 作 業 の 委 託 を 受 け 、

当 該 区 域 内 の 農 用 地 の 効 率 的 か つ 総 合 的 な 利 用 を 図 る よ う 努 め る も の

と す る 。  

(８ )農 用 地 利 用 改 善 事 業 の 指 導 、 援 助  

①  小 城 市 は 、 認 定 団 体 が 農 用 地 利 用 改 善 事 業 を 円 滑 に 実 施 で き る よ う

必 要 な 指 導 、 援 助 に 努 め る 。  

②   小 城 市 は 、 (５ )の ① に 規 定 す る 団 体 又 は 当 該 団 体 に な ろ う と す る も

の が 、農 用 地 利 用 改 善 事 業 の 実 施 に 関 し 、佐 城 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー 、

小 城 市 農 業 委 員 会 、 佐 賀 県 農 業 協 同 組 合 、 農 地 中 間 管 理 機 構 （ 佐 賀 県

農 業 公 社 ） 等 の 指 導 、 助 言 を 求 め て き た と き は 、 小 城 市 農 業 再 生 協 議

会 と の 連 携 を 図 り つ つ 、 こ れ ら の 機 関 ・ 団 体 が 一 体 と な っ て 総 合 的 ・

重 点 的 な 支 援 ・ 協 力 が 行 わ れ る よ う に 努 め る 。  

 

 

４   農業協同組合が行う農 作 業 の 委 託 の あ っ せ ん の 促 進 そ の 他 の 委 託 を 受 け て

行 う 農 作 業 の 実 施 の 促 進 に 関 す る 事 項  

(１ ) 農 作 業 の 受 委 託 の 促 進  

小 城 市 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 重 点 的 に 推 進 し 、 農 作 業 の 受 委 託 を 組 織 的

に 促 進 す る 上 で 必 要 な 条 件 の 整 備 を 図 る 。  

ア   佐 賀 県 農 業 協 同 組 合 そ の 他 農 業 に 関 す る 団 体 に よ る 農 作 業 受 委 託 の

あ っ せ ん の 促 進  

イ   効 率 的 な 農 作 業 の 受 託 事 業 を 行 う 生 産 組 織 又 は 農 家 群 の 育 成  

ウ   農 作 業 、 農 業 機 械 利 用 の 効 率 化 等 を 図 る た め 農 作 業 受 託 の 促 進 の 必

要 性 に つ い て の 普 及 啓 発  

エ   農 用 地 利 用 改 善 事 業 を 通 じ た 農 作 業 の 効 率 化 の た め の 措 置 と 農 作 業
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の 受 委 託 の 組 織 的 な 促 進 措 置 と の 連 携 の 強 化  

オ   地 域 及 び 作 業 ご と の 事 情 に 応 じ た 部 分 農 作 業 受 委 託 か ら 全 面 農 作 業

受 委 託 、 さ ら に は 利 用 権 の 設 定 へ の 移 行 の 促 進  

カ   農 作 業 の 受 託 に 伴 う 労 賃 、 機 械 の 償 却 等 の 観 点 か ら み た 適 正 な 農 作

業 受 託 料 金 の 基 準 の 設 定  

(２ ) 佐 賀 県 農 業 協 同 組 合 に よ る 農 作 業 の 受 委 託 の あ っ せ ん 等  

佐 賀 県 農 業 協 同 組 合 は 、 農 業 機 械 銀 行 方 式 の 活 用 、 農 作 業 受 委 託 の あ っ

せ ん 窓 口 の 開 設 等 を 通 じ て 、 農 作 業 の 受 託 又 は 委 託 を 行 お う と す る 者 か ら 申

出 が あ っ た 場 合 は 、 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 と 連 携 し て 調 整 に 努 め る と と も

に 、 農 作 業 の 受 託 を 行 う 農 業 者 の 組 織 化 の 推 進 、 共 同 利 用 機 械 施 設 の 整 備

等 に よ り 、 農 作 業 受 委 託 の 促 進 に 努 め る も の と す る 。  

 

５  農 業 経 営 の 改 善 を 図 る た め に 必 要 な 農 業 従 事 者 の 養 成 及 び 確 保 の 促 進 に

関 す る 事 項  

小 城 市 は 、 効 率 的 か つ 安 定 的 な 経 営 を 育 成 す る た め に 、 生 産 方 式 の 高 度

化 や 経 営 管 理 の 複 雑 化 に 対 応 し た 高 い 技 術 を 有 し た 人 材 の 育 成 に 取 り 組 む 。 

こ の た め 、 人 材 育 成 方 針 を 定 め る と と も に 、 意 欲 と 能 力 の あ る 者 が 幅 広

く か つ 円 滑 に 農 業 に 参 入 し 得 る よ う に 相 談 機 能 の 一 層 の 充 実 、 先 進 的 な 法

人 経 営 等 で の 実 践 的 研 修 、 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 の 保 有 農 地 を 利 用 し た

実 践 的 研 修 、 担 い 手 と し て の 女 性 の 能 力 を 十 分 に 発 揮 さ せ る た め の 研 修 の

実 施 及 び 地 域 社 会 へ の 積 極 的 な 参 加 体 制 の 整 備 促 進 等 を 通 じ て 経 営 を 担 う

人 材 の 育 成 を 積 極 的 に 推 進 す る 。  

ま た 、 農 業 従 事 者 の 安 定 的 確 保 を 図 る た め 、 他 産 業 に 比 べ て 遅 れ て い る 農

業 従 事 の 態 様 等 の 改 善 に 取 り 組 む こ と と し 、 休 日 制 、 ヘ ル パ ー 制 度 の 導 入

や 、 高 齢 者 、 非 農 家 等 の 労 働 力 の 活 用 シ ス テ ム を 整 備 す る 。  

 

６  そ の 他 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業 の 実 施 に 関 し 必 要 な 事 項  

(１ ) 農 業 経 営 基 盤 の 強 化 を 促 進 す る た め に 必 要 な そ の 他 の 関 連 施 策 と の

連 携  

小 城 市 は 、 １ か ら ６ ま で に 掲 げ た 事 項 の 推 進 に 当 た っ て は 、 農 業 経 営

基 盤 の 強 化 の 促 進 に 必 要 な 、 以 下 の 関 連 施 策 と の 連 携 に 配 慮 す る も の と

す る 。  

ア   小 城 市 は 、強 い 農 業 づ く り 交 付 金（ 平 成 18 度 ～  ）に よ る 農 業 生

産 基 盤 整 備 の 促 進 を 通 じ て 、 農 業 近 代 化 施 設 等 の 導 入 を 推 進 し 、 効

率 的 か つ 安 定 的 な 農 業 経 営 を 目 指 す 者 が 経 営 発 展 を 図 っ て い く 上 で

の 条 件 整 備 を 図 る 。  

イ   小 城 市 は 、 中 山 間 地 域 等 直 接 支 払 交 付 金 （ 平 成 22 年 度 ～ 平 成 26

年 度 ） に よ っ て 農 村 の 活 性 化 を 図 り 、 農 村 の 健 全 な 発 展 に よ っ て 望

ま し い 農 業 経 営 の 育 成 に 資 す る よ う 努 め る 。  

ウ   小 城 市 は 、 小 城 市 人 ・ 農 地 プ ラ ン の 実 現 に 向 け た 積 極 的 な 取 組 に

よ っ て 、 水 稲 作 、 転 作 を 通 ず る 望 ま し い 経 営 の 育 成 を 図 る こ と と す

る 。  

ま た 、 地 域 の 土 地 利 用 の 見 直 し を 通 じ て 農 用 地 利 用 の 集 積 、 連 担

化 に よ る 効 率 的 作 業 単 位 の 形 成 等 望 ま し い 経 営 の 営 農 展 開 に 資 す る

よ う に 努 め る 。  

エ   小 城 市 は 、地 域 の 農 業 の 振 興 に 関 す る そ の 他 の 施 策 を 行 う に 当 た っ

て は 、 農 業 経 営 基 盤 強 化 の 円 滑 な 促 進 に 資 す る こ と と な る よ う に 配

慮 す る も の と す る 。  

(２ ) 推 進 体 制 等  

①  事 業 推 進 体 制 等  

小 城 市 は 、 小 城 市 農 業 委 員 会 、 佐 城 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー 、 佐 賀 県

農 業 協 同 組 合 、 土 地 改 良 区 、 農 用 地 利 用 改 善 団 体 、 そ の 他 の 関 係 団 体
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と 連 携 し つ つ 、 農 業 経 営 基 盤 強 化 の 促 進 方 策 に つ い て 検 討 す る と と も

に 、今 後 10 年 に わ た り 、第 １ 、第 ３ で 掲 げ た 目 標 や 第 ２ の 指 標 で 示 さ

れ る 効 率 的 か つ 安 定 的 な 経 営 の 育 成 に 資 す る た め の 実 現 方 策 等 に つ い

て 、 各 関 係 機 関 ・ 団 体 別 の 行 動 計 画 を 樹 立 す る 。  

ま た 、 こ の よ う な 長 期 行 動 計 画 と 併 せ て 、 年 度 別 活 動 計 画 に お い て

当 面 行 う べ き 対 応 を 各 関 係 機 関 ・ 団 体 別 に 明 確 化 し 、 関 係 者 が 一 体 と

な っ て 合 意 の 下 に 効 率 的 か つ 安 定 的 な 経 営 の 育 成 及 び こ れ ら へ の 農 用

地 利 用 の 集 積 を 強 力 に 推 進 す る 。  

②  農 業 委 員 会 等 の 協 力  

小 城 市 農 業 委 員 会 、 佐 賀 県 農 業 協 同 組 合 、 土 地 改 良 区 及 び 農 地 中 間

管 理 機 構 は 、農 業 経 営 基 盤 強 化 の 円 滑 な 実 施 に 資 す る こ と と な る よ う 、

小 城 農 業 再 生 協 議 会 の も と で 相 互 に 連 携 を 図 り な が ら 協 力 す る よ う に

努 め る も の と し 、 小 城 市 は こ の よ う な 協 力 の 推 進 に 配 慮 す る 。  

 

７ 新たに農業経営を営もうとする青年等の育成・確保に関する事項 

第１に掲げる目標を長期的かつ計画的に達成していくため、小城市は、就農相談等を

通じて就農希望者に対する就農に向けた情報の提供等を行うとともに、就農後間もない

青年等については、個別巡回や各種研修会等により、地域農業の担い手として育成支援

する体制を強化する。 

また、青年等就農計画制度の推進や、国・県等による関連事業の効果的な活用等によ

り、新規就農者の経営力を高め、確実な定着を促進する。さらに、認定新規就農者につ

いては、必要に応じて経営指導等のフォローアップを行い、認定農業者への計画的な誘

導を図る。 

なお、就農相談及び就農に向けた情報提供、栽培技術や経営ノウハウの習得、就農後

のフォローアップ等については、必要に応じて、小城市農業委員会、佐賀県農業協同組

合、県現地機関等と連携し、役割を分担しながら取組を進める。 
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第６  農地利用集積円滑化事業に関する事項  
 

１  農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 を 行 う 者 に 関 す る 事 項  

  小 城 市 の 平 坦 部 の 地 域 で は 、 水 稲 ・ 麦 ・ 大 豆 を 主 体 と す る 土 地 利 用 型 農

業 が 展 開 さ れ て お り 、 認 定 農 業 者 等 の 担 い 手 へ の 一 定 の 農 地 の 利 用 集 積 が

図 ら れ た が 、 個 々 の 担 い 手 の 経 営 農 地 は 分 散 し て お り 、 農 作 業 の 効 率 化 等

が 図 ら れ ず 、 担 い 手 の 更 な る 規 模 拡 大 が 停 滞 し て い る 状 況 に あ る 。  

  ま た 、 今 後 も 更 に 農 業 従 事 者 の 高 齢 化 が 進 み 、 農 地 所 有 者 か ら の 農 地 の

貸 付 等 の 意 向 が 強 ま る こ と が 予 測 さ れ る 。  

 担 い 手 が こ の よ う な 状 況 の 中 で 、 将 来 に わ た っ て 地 域 の 農 地 を 有 効 活 用

し 、 地 域 農 業 を 維 持 ・ 発 展 さ せ る た め に は 、 担 い 手 の 経 営 農 地 を 面 的 に 集

積 し 、 農 作 業 の 効 率 化 等 を 図 る こ と に よ っ て 農 地 の 引 き 受 け 能 力 を 高 め 、

更 な る 規 模 拡 大 と 経 営 改 善 を 支 援 す る こ と が 極 め て 重 要 と な っ て い る 。  

農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 の 実 施 主 体 は（ 以 下 、「 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 」

と い う 。）は 、こ う し た 課 題 を 的 確 に 解 決 で き る 者 、具 体 的 に は 、① 担 い 手

の 育 成 ・ 確 保 、 担 い 手 に 対 す る 農 地 の 利 用 集 積 の 積 極 的 な 取 組 が 期 待 で き

る こ と ② 地 域 農 業 、 担 い 手 に 関 す る 情 報 や 農 地 の 各 種 情 報 に 精 通 し て い る

こ と ③ 農 地 の 出 し 手 や 受 け 手 と 的 確 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 れ る こ と 等

の 条 件 を 満 た す 者 が 実 施 す る も の と す る 。  

 

２  農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 の 実 施 の 単 位 と し て 適 当 で あ る と 認 め ら れ る 区

域 の 基 準  

 ①  小 城 市 に お け る 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 は 、 小 城 市 全 域 を 対 象 と し て

行 う こ と を 基 本 と す る 。  

 ②  小 城 市 を 区 分 し て 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 を 実 施 す る 場 合 、 土 地 の 自

然 的 条 件 、 農 業 者 の 農 用 地 の 保 有 及 び 利 用 の 状 況 、 農 作 業 の 実 施 状 況 等

を 考 慮 し 、 大 字 単 位 と す る な ど 、 担 い 手 へ の 農 地 の 面 的 集 積 が 効 率 的 か

つ 安 定 的 に 図 ら れ る 、 一 定 の ま と ま り の あ る 区 域 を 定 め る も の と す る 。  

な お 、 小 城 市 の 区 域 の う ち 農 業 上 の 利 用 が 見 込 め な い 森 林 地 域 等 の 区

域 を 除 い た 農 業 振 興 地 域（ 農 業 振 興 地 域 の 整 備 に 関 す る 法 律（ 昭 和 44 年

法 律 第 58 号 ） 第 ６ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 農 業 振 興 地 域 を い う 。） を 区 域

と す る 。  

 ③  複 数 の 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 が 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 を 行 う 場 合

に は 、 特 定 の 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 が 優 良 農 地 の 区 域 の み で 事 業 を 行

う こ と 等 に よ り 事 業 実 施 地 域 が 偏 る こ と が な い よ う 、 小 城 市 が 市 全 域 に

お け る 事 業 実 施 地 域 の 調 整 を 行 う こ と と す る 。  

 

３  そ の 他 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 の 実 施 の 基 準 に 関 す る 事 項  

(１ ) 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 規 程 の 具 体 的 な 内 容  

農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 規 程 に は 、次 に 掲 げ る 事 項 の う ち 事 業 実 施 に 必

要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

①  農 地 所 有 者 代 理 事 業 の 実 施 に 関 す る 次 に 掲 げ る 事 項  

ア  農 用 地 等 の 所 有 者 の 委 任 を 受 け て 、 そ の 者 を 代 理 し て 行 う 農 用 地

の 売 渡 し 、 貸 付 け 又 は 農 業 の 経 営 若 し く は 農 作 業 の 委 託 に 関 す る 事

項  

イ  ア の 委 任 に 係 る 農 用 地 等 の 保 全 の た め の 管 理 に 関 す る 事 項  

ウ  そ の 他 農 地 所 有 者 代 理 事 業 の 実 施 方 法 に 関 す る 事 項  

②  農 地 売 買 等 事 業 の 実 施 に 関 す る 次 に 掲 げ る 事 項  

ア  農 用 地 等 の 買 入 れ 及 び 借 受 け に 関 す る 事 項  

イ  農 用 地 等 の 売 渡 し 及 び 貸 付 け に 関 す る 事 項  

ウ  農 用 地 等 の 管 理 に 関 す る 事 項  
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エ  そ の 他 農 地 売 買 等 事 業 の 実 施 方 法 に 関 す る 事 項  

③  研 修 等 事 業 の 内 容 及 び 当 該 事 業 の 実 施 に 関 す る 事 項  

④  事 業 実 施 地 域 に 関 す る 事 項  

⑤  事 業 実 施 地 域 が 重 複 す る そ の 他 の 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 並 び に 農

地 中 間 管 理 機 構 、 佐 賀 県 農 業 会 議 、 小 城 市 農 業 委 員 会 等 の 関 係 機 関 及

び 関 係 団 体 と の 連 携 に 関 す る 事 項  

  ⑥  そ の 他 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 の 実 施 方 法 に 関 す る 事 項  

 (２ ) 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 規 程 の 承 認  

  ①  法 第 ４ 条 第 ３ 項 各 号 に 掲 げ る 者 （ 小 城 市 を 除 く ） は 、 ２ に 規 定 す る

区 域 を 事 業 実 施 地 域 と し て 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 の 全 部 又 は 一 部 を

行 お う と す る と き は 、 農 林 水 産 省 令 第 12 条 の 10 に 基 づ き 、 小 城 市 に

農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 規 程 の 承 認 申 請 を 行 い 、 小 城 市 か ら 承 認 を 得

る も の と す る 。  

  ②  小 城 市 は 、 申 請 さ れ た 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 規 程 の 内 容 が 、 次 に

掲 げ る 要 件 に 該 当 す る も の で あ る と き は 、① の 承 認 を す る も の と す る 。 

ア  基 本 構 想 に 適 合 す る も の で あ る こ と 。  

イ  事 業 実 施 地 域 の 全 部 又 は 一 部 が 既 に 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 を 行

っ て い る 者 の 事 業 実 施 地 域 と 重 複 す る こ と に よ り 当 該 重 複 す る 地 域

に お け る 農 用 地 の 利 用 の 集 積 を 図 る う え で 支 障 が 生 ず る も の で な い

こ と 。  

ウ  認 定 農 業 者 が 認 定 に 係 る 農 業 経 営 改 善 計 画 に 従 っ て 行 う 農 業 経 営

の 改 善 に 資 す る よ う 、 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 を 実 施 す る と 認 め ら

れ る こ と 。  

エ  次 に 掲 げ る も の の ほ か 、 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 を 適 正 か つ 確 実

に 実 施 す る と 認 め ら れ る も の で あ る こ と 。  

ａ  農 用 地 の 利 用 関 係 の 調 整 を 的 確 に 行 う た め の 要 員 を 有 し て い る

こ と 。  

ｂ  農 地 所 有 者 代 理 事 業 を 行 う 場 合 に は 、 そ の 事 業 実 施 地 域 に 存 す

る 農 用 地 等 の 所 有 者 か ら そ の 所 有 す る 農 用 地 等 に つ い て 農 地 所 有

者 代 理 事 業 に 係 る 委 任 契 約 の 申 込 が あ っ た と き に 、 正 当 な 理 由 な

く 当 該 委 任 契 約 の 締 結 を 拒 ま な い こ と が 確 保 さ れ て い る こ と 。  

ｃ  農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 を 行 う に 当 た っ て 、 効 率 的 か つ 安 定 的

な 農 業 経 営 を 営 む 者 に 対 す る 農 用 地 の 利 用 の 集 積 を 適 確 に 図 る た

め の 基 準 を 有 し て い る こ と 。  

ｄ  ａ か ら ｃ に 掲 げ る も の の ほ か 、 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 を 適 正

か つ 確 実 に 実 施 す る と 認 め ら れ る も の で あ る こ と 。  

ｅ  農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 を 行 う に 当 た っ て 、 事 業 実 施 地 域 が 重

複 す る 他 の 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 並 び に 農 地 中 間 管 理 機 構 、 佐

賀 県 農 業 会 議 、 小 城 市 農 業 委 員 会 等 の 関 係 機 関 及 び 関 係 団 体 の 適

切 な 連 携 が 図 ら れ る と 認 め ら れ る も の で あ る こ と 。  

ｆ  農 業 用 施 設 の 用 に 供 さ れ る 土 地 又 は 開 発 し て 農 業 用 施 設 の 用 に

供 す る 土 地 と す る こ と が 適 当 な 土 地 に つ き 農 地 所 有 者 代 理 事 業 及

び 農 地 売 買 等 事 業 を 実 施 す る 場 合 に お け る 農 業 用 施 設 は 、 規 則 第

10 条 第 ２ 号 イ か ら ニ ま で に 掲 げ る も の で あ る こ と 。  

ｇ  規 則 第 10 条 第 ２ 号 イ か ら ニ ま で に 掲 げ る 農 業 用 施 設 の 用 に 供 さ

れ る 土 地 又 は 開 発 し て 当 該 農 業 用 施 設 の 用 に 供 さ れ る 土 地 と す る

こ と が 適 当 な 土 地 に つ い て 、 農 地 所 有 者 代 理 事 業 及 び 農 地 売 買 等

事 業 を 実 施 す る 場 合 に は 、 農 用 地 に つ き 実 施 す る こ れ ら の 事 業 と

併 せ て 行 う も の で あ る こ と 。  

  ③  小 城 市 は 、 農 地 売 買 等 事 業 に 関 す る 事 項 が 定 め ら れ た 農 地 利 用 集 積

円 滑 化 事 業 規 程 に つ い て ① の 承 認 を し よ う と す る と き は 、あ ら か じ め 、

小 城 市 農 業 委 員 会 の 決 定 を 経 る も の と す る 。  
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④  小 城 市 は 、 ① の 承 認 を 行 っ た と き は 、 そ の 旨 並 び に 当 該 承 認 に 係 る

農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 の 種 類 及 び 事 業 実 施 地 域 を 小 城 市 の 掲 示 板 へ

の 掲 示 に よ り 公 告 す る 。  

⑤  ① か ら ④ ま で の 規 定 は 、 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 規 程 の 変 更 の 承 認

に つ い て 準 用 す る 。  

⑥  ① 、 ③ 及 び ④ の 規 定 は 、 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 の 廃 止 の 承 認 に つ

い て 準 用 す る 。  

(３ ) 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 規 程 の 取 消 し 等  

①  小 城 市 は 、 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 の 適 正 な 運 営 を 確 保 す る た め 必

要 が あ る と 認 め る と き は 、 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 に 対 し 、 そ の 業 務

又 は 資 産 の 状 況 に 関 し 必 要 な 報 告 を さ せ る も の と す る 。  

②  小 城 市 は 、 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 の 運 営 に 関 し 改 善 が 必 要 で あ る

と 認 め る と き は 、 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 に 対 し 、 そ の 改 善 に 必 要 な

措 置 を と る べ き こ と を 命 ず る も の と す る 。  

③  小 城 市 は 、 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 が 次 に 掲 げ る 事 項 の い ず れ か に

該 当 す る と き は 、 (２ )の ① の 規 定 に よ る 承 認 を 取 消 す こ と が で き る 。  

ア  農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 が 法 第 ４ 条 第 ３ 項 第 １ 号 に 規 定 す る 農 業

協 同 組 合 若 し く は 一 般 社 団 法 人 又 は 一 般 財 団 法 人 、 同 項 第 ２ 号 に 掲

げ る 者 （ 農 地 売 買 等 事 業 を 行 っ て い る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 農 業 協

同 組 合 若 し く は 一 般 社 団 法 人 又 は 一 般 財 団 法 人 ）で な く な っ た と き 。 

イ  農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 が ① の 規 定 に よ る 報 告 を せ ず 、 又 は 虚 偽

の 報 告 を し た と き 。  

ウ  農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 が ② の 規 定 に よ る 命 令 に 違 反 し た と き 。  

④  小 城 市 は 、 ③ の 規 定 に よ り 承 認 を 取 消 し た と き は 、 遅 滞 な く 、 そ の

旨 を 小 城 市 の 掲 示 板 へ の 掲 示 に よ り 公 告 す る 。  

(４ ) 小 城 市 が 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 を 実 施 す る 場 合  

小 城 市 が 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 を 実 施 す る 場 合 は 、 次 に 掲 げ る 規

定 に よ り 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 規 程 を 定 め る も の と す る 。  

   ①  小 城 市 は 、 必 要 に 応 じ 、 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 規 程 を 定 め 、 ２

に 規 定 す る 区 域 を 事 業 実 施 地 域 と し て 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 の 全

部 又 は 一 部 を 行 う こ と が で き る も の と す る 。  

②  小 城 市 が ① の 規 定 に よ り 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 規 程 を 定 め よ う

と す る と き は 、 小 城 市 長 は 、 当 該 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 規 程 を ２

週 間 公 衆 の 縦 覧 に 供 す る も の と す る 。 こ の 場 合 、 あ ら か じ め 縦 覧 の

開 始 の 日 、 場 所 及 び 時 間 を 公 告 す る 。  

③  ① に 規 定 す る 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 規 程 は 、 (２ )の ② に 掲 げ る

要 件 に 該 当 す る も の と す る 。  

④  小 城 市 は 、 農 地 売 買 等 事 業 に 関 す る 事 項 を そ の 内 容 に 含 む 農 地 利

用 集 積 円 滑 化 事 業 規 程 を 定 め よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 小 城 市

農 業 委 員 会 の 決 定 を 経 る も の と す る 。  

⑤  小 城 市 は 、 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 規 程 を 定 め た と き は 、 そ の 旨

並 び に 当 該 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 規 程 で 定 め た 農 地 利 用 集 積 円 滑

化 事 業 の 種 類 及 び 事 業 実 施 地 域 を 小 城 市 の 掲 示 板 へ の 掲 示 に よ り 公

告 す る 。  

⑥  ④ 及 び ⑤ の 規 定 は 、 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 規 程 の 変 更 又 は 廃 止

に つ い て 準 用 す る 。  

 (５ ) 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 に よ る 農 用 地 の 集 積 の 相 手 方  

    認 定 農 業 者 等 農 業 経 営 の 改 善 に 意 欲 的 な 経 営 体 を 集 積 の 相 手 方 と す

る が 、 当 該 経 営 体 の う ち 、 経 営 農 地 の 立 地 状 況 を 勘 案 し て 、 集 積 対 象

と な る 農 用 地 を 最 も 有 効 に 活 用 す る こ と の で き る 者 を 優 先 す る 。  

 (６ ) 農 地 所 有 者 代 理 事 業 に お け る 委 任 ・ 代 理 の 考 え 方  

  ①  農 地 所 有 者 代 理 事 業 を 実 施 す る 場 合 に は 、 農 用 地 の 効 果 的 な 面 的 集



 33 

積 を 確 保 す る 観 点 か ら 、 農 用 地 等 の 所 有 者 は 、 委 任 契 約 に 係 る 土 地 に

つ い て の 貸 付 け 等 の 相 手 方 を 指 定 す る こ と は で き な い も の と す る 。  

  ②  農 地 所 有 者 代 理 事 業 を 実 施 す る 場 合 に は 、 基 本 要 綱 別 紙 ７ の 第 ３ の

４ に 定 め る 契 約 書 例 （ 参 考 様 式 ５ ） を 参 考 に 契 約 書 を 作 成 し 、 農 用 地

等 の 貸 付 け 等 の 委 任 を 申 し 込 ん だ 農 用 地 等 の 所 有 者 と 契 約 を 締 結 す る

も の と す る 。  

③  前 項 の 委 任 契 約 の 締 結 に 当 た っ て は 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 留 意

す る も の と す る 。  

   ア  農 地 所 有 者 代 理 事 業 の 効 率 的 な 実 施 の 確 保 、 契 約 当 事 者 間 の 紛 争

の 防 止 等 の 観 点 か ら 、 委 任 事 務 及 び 代 理 権 の 範 囲 に つ い て は 、 農 用

地 等 の 所 有 者 が 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 に 委 任 す る 内 容 に 則 し て 定

め る も の と す る 。  

   イ  所 有 権 の 移 転 を す る 場 合 の 対 価 、 賃 借 権 を 設 定 す る 場 合 の 賃 借 権

の 存 続 期 間 及 び 借 賃 並 び に 農 業 経 営 又 は 農 作 業 の 委 託 を す る 場 合 の

当 該 委 託 の 存 続 期 間 及 び 委 託 料 金 に つ い て は 、 農 用 地 等 の 所 有 者 が

申 し 出 た 内 容 を 基 に 、 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 が 委 任 契 約 に 基 づ い

て 交 渉 す る 貸 付 け 等 の 相 手 方 と 協 議 し 、 貸 付 け 等 の 内 容 が 農 用 地 等

の 所 有 者 が 申 し 出 た 内 容 と 異 な る 場 合 に は 、 農 用 地 等 の 所 有 者 の 同

意 を 得 る 旨 の 定 め を す る こ と が 望 ま し い 。  

   ウ  受 任 し た 農 用 地 等 の 貸 付 け 等 の 相 手 方 が 替 わ っ て も 、 当 該 農 用 地

等 の 所 有 者 に 代 理 し て 新 た な 相 手 方 と の 貸 付 け 等 の 契 約 が 締 結 で き

る よ う 、 委 任 契 約 の 期 間 は で き る 限 り 長 期 と す る こ と が 望 ま し い 。  

  ④  農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 は 、 農 用 地 等 の 所 有 者 か ら 当 該 事 業 に 係 る

委 任 契 約 の 申 込 を 受 け た 場 合 は 、 正 当 な 事 由 が な け れ ば 委 任 契 約 の 締

結 を 拒 ん で は な ら な い 。  

  ⑤  農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 が 、 農 用 地 等 の 保 全 の た め の 管 理 を 行 う 事

業 を 実 施 す る 場 合 に は 、 農 用 地 等 の 所 有 者 と 書 面 に よ る 農 作 業 等 の 受

委 託 の 契 約 を 締 結 し て 行 う も の と す る 。  

こ の 場 合 、 当 該 団 体 は 、 農 用 地 等 の 保 全 の た め の 管 理 作 業 に つ い て 、

他 の 者 に 再 委 託 し て も 差 し 支 え な い 。  

(７ ) 農 地 売 買 等 事 業 に お け る 農 用 地 等 の 買 入 れ 、 売 渡 し 等 の 価 格 設 定 の

基 準  

  ①  農 地 売 買 等 事 業 の 実 施 に 当 た っ て 、 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 が 売 買

す る 農 用 地 等 の 価 格 に つ い て は 、 近 傍 類 似 の 農 用 地 等 に 係 る 取 引 価 格

等 を 参 考 に 定 め る も の と す る 。 そ の 場 合 、 必 要 に 応 じ 、 小 城 市 農 業 委

員 会 の 意 見 を 聴 く も の と す る 。  

  ②  農 地 売 買 等 事 業 の 実 施 に 当 た っ て 、 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 が 貸 借

す る 農 用 地 等 の 借 賃 に つ い て は 、 小 城 市 農 業 委 員 会 が 提 供 し て い る 実

勢 の 借 賃 に 関 す る 情 報 を 十 分 考 慮 し て 定 め る も の と す る 。 そ の 場 合 、

必 要 に 応 じ 、 小 城 市 農 業 委 員 会 の 意 見 を 聴 く も の と す る 。  

(８ ) 研 修 等 事 業 の 実 施 に 当 た っ て の 留 意 事 項  

  ①  農 用 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 は 、 新 規 就 農 者 等 に 対 す る 農 業 の 技 術 、

経 営 の 方 法 の 実 施 研 修 等 を 目 的 と す る 研 修 等 事 業 を 行 う 場 合 に は 、 通

常 の 管 理 耕 作 の 範 囲 を 超 え て 、 作 目 、 栽 培 方 法 の 選 択 、 農 用 地 等 の 形

質 の 変 更 等 を 行 う こ と が で き る も の と す る 。  

  ②  研 修 の 実 施 期 間 は 、 新 規 就 農 希 望 者 の 年 齢 、 農 業 の 技 術 等 の 習 得 状

況 に 応 じ 、 概 ね ５ 年 以 内 と す る 。 た だ し 、 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 が

借 入 れ た 農 用 地 等 に お い て 研 修 等 事 業 を 行 う 場 合 に は 、 研 修 等 事 業 の

実 施 期 間 は 当 該 農 用 地 等 の 借 入 れ の 存 続 期 間 内 と す る 。  

③  研 修 等 事 業 の 実 施 に 当 た っ て 、 当 該 団 体 は 、 佐 城 農 業 改 良 普 及 セ ン

タ ー 、佐 賀 県 農 業 協 同 組 合 、地 域 の 農 業 者 等 と 連 携 し て 行 う と と も に 、

農 業 技 術 等 を 効 率 的 に 習 得 す る こ と が で き る よ う 努 め る も の と す る 。  
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 (９ )  他 の 関 係 機 関 及 び 関 係 団 体 と の 連 携 に 関 す る 事 項  

    農 地 利 用 集 積 円 滑 化 団 体 は 、 多 数 の 農 用 地 等 の 所 有 者 が 農 地 利 用 集

積 円 滑 化 事 業 を 活 用 で き る よ う 、 小 城 市 農 業 委 員 会 、 佐 賀 県 農 業 協 同

組 合 、 佐 城 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー 、 農 地 中 間 管 理 機 構 等 の 関 係 機 関 及

び 関 係 団 体 と 連 携 し て 、 農 用 地 等 の 所 有 者 、 経 営 体 に 対 し 、 説 明 会 の

開 催 等 を 通 じ た 普 及 啓 発 活 動 に 努 め る 。  

(10) 農地中間管理機構が行う農地中間管理事業との連携 

農用地利用集積円滑化事業、農地中間管理事業は、農業経営の規模拡大の助長と

いう観点から個人間の農用地の権利移動に介在し、これを補完・調整する機能を有

するものであるため、農用地利用集積円滑化団体、農地中間管理機構は相互の密接

な連携の下に、これら事業を行うものとする。 

 

 

 

第 ７  そ の 他  
  こ の 基 本 構 想 に 定 め る も の の ほ か 、 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業 の 実 施 に 関

し 必 要 な 事 項 に つ い て は 、 別 に 定 め る も の と す る 。  

 

附 則  

１  こ の 基 本 構 想 は 、 平 成 22 年 ６ 月 11 日 か ら 施 行 す る 。  

２  こ の 基 本 構 想 は 、 平 成 25 年 ６ 月 12 日 か ら 施 行 す る 。  

３  こ の 基 本 構 想 は 、 平 成 26 年 ６ 月  日 か ら 施 行 す る 。  
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別 紙 １ （ 第 ５ の １ の (１ )⑥ 関 係 ）  

次 に 掲 げ る 者 が 利 用 権 の 設 定 等 を 受 け た 後 に お い て 、 法 第 18 条 第 ２ 項 第 ２

号 に 規 定 す る 土 地 （ 以 下「 対 象 土 地 」と い う 。） の 用 途 ご と に そ れ ぞ れ 定 め る

要 件 を 備 え て い る 場 合 に は 、 利 用 権 の 設 定 等 を 行 う も の と す る 。  

１  地 方 自 治 法 （ 昭 和 22 年 法 律 第 67 号 ） 第 29 8 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 地 方

開 発 事 業 団 体 以 外 の 地 方 公 共 団 体 （ 対 象 土 地 を 農 業 上 の 利 用 を 目 的 と す る

用 途 た る 公 用 又 は 公 共 用 に 供 す る 場 合 に 限 る 。）、佐 賀 県 農 業 協 同 組 合 等（ 農

地 法 施 行 令（ 昭 和 27 年 政 令 第 44 5 号 ）第 ６ 条 第 ２ 項 第 １ 号 に 規 定 す る 法 人

を い い 、 当 該 法 人 が 対 象 土 地 を 直 接 又 は 間 接 の 構 成 員 の 行 う 農 業 に 必 要 な

施 設 の 用 に 供 す る 場 合 に 限 る 。）又 は 畜 産 公 社（ 農 地 法 施 行 令 第 ６ 条 第 ２ 項

第 ３ 号 に 規 定 す る 法 人 を い い 、 当 該 法 人 が 同 号 に 規 定 す る 事 業 の 運 営 に 必

要 な 施 設 の 用 に 供 す る 場 合 に 限 る 。）  

〇 対 象 土 地 を 農 用 地 （ 開 発 し て 農 用 地 と す る こ と が 適 当 な 土 地 を 開 発 し た 場

合 に お け る そ の 開 発 後 の 農 用 地 を 含 む 。）と し て 利 用 す る た め 利 用 権 の 設 定

等 を 受 け る 場 合  

・ ・ ・ 法 第 18 条 第 ３ 項 第 ２ 号 イ に 掲 げ る 事 項  

〇 対 象 土 地 を 農 業 用 施 設 用 地 （ 開 発 し て 農 業 用 施 設 用 地 と す る こ と が 適 当 な

土 地 を 開 発 し た 場 合 に お け る そ の 開 発 後 の 農 業 用 施 設 用 地 を 含 む 。 以 下 同

じ 。） と し て 利 用 す る た め の 利 用 権 の 設 定 等 を 受 け る 場 合  

・ ・ ・ そ の 土 地 を 効 率 的 に 利 用 す る こ と が で き る と 認 め ら れ る こ と 。 

 

２  農 業 協 同 組 合 法 第 72 条 の ８ 第 １ 項 第 ２ 号 の 事 業 を 行 う 農 事 組 合 法 人（ 農

業 生 産 法 人 で あ る 場 合 を 除 く 。） 又 は 生 産 森 林 組 合 （ 森 林 組 合 法 （ 昭 和 53

年 法 律 第 36 号 ）第 93 条 第 ２ 項 第 ２ 号 に 掲 げ る 事 業 を 行 う も の に 限 る 。）（ そ

れ ぞ れ 対 象 土 地 を 農 用 地 以 外 の 土 地 と し て そ の 行 う 事 業 に 供 す る 場 合 に 限

る 。）  

〇 対 象 土 地 を 混 牧 林 地 と し て 利 用 す る た め 利 用 権 の 設 定 等 を 受 け る 場 合  

・ ・ ・ そ の 土 地 を 効 率 的 に 利 用 し て 耕 作 又 は 養 畜 の 事 業 を 行 う こ と が

で き る と 認 め ら れ る こ と 。  

〇 対 象 土 地 を 農 業 用 施 設 用 地 と し て 利 用 す る た め 利 用 権 の 設 定 等 を 受 け る 場

合  

・ ・ ・ そ の 土 地 を 効 率 的 に 利 用 す る こ と が で き る と 認 め ら れ る こ と 。  

 

３  土 地 改 良 法（ 昭 和 24 年 法 律 第 19 5 号 ）第 ２ 条 第 ２ 項 各 号 に 掲 げ る 事 業（ 同

項 第 ６ 号 に 掲 げ る 事 業 を 除 く 。）を 行 う 法 人 又 は 農 業 近 代 化 資 金 融 通 法 施 行

令（ 昭 和 36 年 政 令 第 34 6 号 ）第 １ 条 第 ７ 号 若 し く は 第 ８ 号 に 掲 げ る 法 人（ そ

れ ぞ れ 対 象 土 地 を 当 該 事 業 に 供 す る 場 合 に 限 る 。）  

〇 対 象 土 地 を 農 業 用 施 設 用 地 と し て 利 用 す る た め 利 用 権 の 設 定 等 を 受 け る 場

合  

・ ・ ・ そ の 土 地 を 効 率 的 に 利 用 す る こ と が で き る と 認 め ら れ る こ と 。  



別紙２（第５の１（２）関係） 

Ⅰ 農用地（開発して農用地とすることが適当な土地を含む。）として利用するための利用権（農業上の利用を目的とする賃借権

又は使用貸借による権利に限る。）の設定又は移転を受ける場合 

①存続期間（又は残存期間） ②借賃の算定基準 ③借賃の支払い方法 ④有益費の償還 

 

１ 存続期間は 10 年（農業者年金

制度関連の場合は 10 年、開発して

農用地とすることが適当な土地に

ついて利用権の設定等を行う場合

は、開発してその効用を発揮する上

で適切と認められる期間その他利

用目的に応じて適切と認められる

一定の期間）とする。 

ただし、農用地の利用関係の調整

を円滑に行うために必要と認めら

れる場合や利用権を設定する農用

地において栽培を予定する作目の

通常の栽培期間からみて 10 年とす

ることが相当でないと認められる

場合には、10 年と異なる存続期間

とすることができる。 

なお、特定法人貸付事業による場

合には、５年以上 10 年未満の範囲

内とする。 

 

２ 残存期間は、移転される利用権

の残存期間とする。 

 

３ 農用地利用集積計画において

は、利用権設定等促進事業の実施に

より設定（又は移転）される利用権

の当事者が当該利用権の存続期間

（又は残存期間）の中途において解

約する権利を有しない旨を定める

ものとする。 

 

１ 農地については、農地法第 52

条の規定により小城市農業委員会

が提供する地域の実情を踏まえた

賃借料情報等を十分考慮し、当該農

地の生産条件等を勘案して算定す

る。 

 

２ 採草放牧地については、その採

草放牧地の近傍の採草放牧地の借

賃の額に比準して算定し、近傍の借

賃がないときは、その採草放牧地の

近傍の農地について算定される借

賃の額を基礎とし、当該採草放牧地

の生産力、固定資産評価額等を勘案

して算定する。 

 

３ 開発して農用地とすることが

適当な土地については、開発後の土

地の借賃の水準、開発費用の負担区

分の割合、通常の生産力を発揮する

までの期間等を総合的に勘案して

算定する。 

 

４ 借賃を金銭以外のもので定め

ようとする場合には、その借賃は、

それを金額に換算した額が、上記１

から３までの規定によって算定さ

れる額に相当するように定めるも

のとする。 

 

１ 借賃は、毎年農用地利用集積計

画に定める日までに当該年に係る借

賃の全額を一時に支払うものとす

る。 

 

２ １の支払いは、賃貸人の指定す

る農業協同組合等の金融機関の口座

に振り込むことにより、その他の場

合は賃貸人の住所に持参して支払う

ものとする。 

 

３ 借賃を金銭以外のもので定めた

場合には、原則として毎年一定の期

日までに当該年に係る借賃の支払等

を履行するものとする。 

 

１ 農用地利用集積計画において

は、利用権設定等促進事業の実施に

より利用権の設定（又は移転）を受

ける者は、当該利用権に係る農用地

を返還するに際し民法の規定によ

り当該農用地の改良のために費や

した金額その他の有益費について

償還を請求する場合、その他法令に

よる権利の行使である場合を除き、

当該利用権の設定者に対し名目の

いかんを問わず、返還の代償を請求

してはならない旨を定めるものと

する。 

 

２ 農用地利用集積計画において

は、利用権設定等促進事業の実施に

より利用権の設定（又は移転）を受

ける者が当該利用権に係る農用地

を返還する場合において、当該農用

地の改良のために費やした金額又

はその時における当該農用地の改

良による増価額について、当該利用

権の当事者間で協議が調わないと

きは、当事者の双方の申出に基づき

小城市が認定した額をその費やし

た金額又は増価額とする旨を定め

るものとする。 
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Ⅱ 混牧林地又は農業用施設用地（開発して農業用施設用地とすることが適当な土地を含む。）として利用するため利用権（農業

上の利用を目的とする賃借権又は使用貸借による権利に限る。）の設定又は移転を受ける場合 

①存続期間（又は残存期間） ②借賃の算定基準 ③借賃の支払い方法 ④有益費の償還 

 

Ⅰの①に同じ。 

 

１ 混牧林地については、その混牧

林地の近傍の混牧林地の借賃の額、

放牧利用の形態、当事者双方の受益

又は負担の程度等を総合的に勘案

して算定する。 

 

２ 農業用施設用地については、そ

の農業用施設用地の近傍の農業用

施設用地の借賃の額に比準して算

定し、近傍の借賃がないときは、そ

の農業用施設用地の近傍の用途が

類似する土地の借賃の額、固定資産

税評価額等を勘案して算定する。 

 

３ 開発して農業用施設用地とす

ることが適当な土地については、Ⅰ

の②の３と同じ。 

 

Ⅰの③に同じ。 

 

Ⅰの④に同じ。 
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Ⅲ 農業の経営の委託を受けることにより取得される使用及び収益を目的とする権利の設定を受ける場合  

①存続期間 ②損益の算定基準 ③損益の決済方法 ④有益費の償還 

 

Ⅰの①に同じ。 

 

１ 作目等毎に、農業の経営の受託

に係る販売額（共済金を含む。）か

ら農業の経営に係る経費を控除す

ることにより算定する。 

 

２ １の場合において、受託経費の

算定に当たっては、農業資材費、農

業機械施設の償却費、事務管理費等

のほか、農作業実施者又は農業経営

受託者の適正な労賃・報酬が確保さ

れるようにするものとする。 

 

Ⅰの③に同じ。この場合においてⅠ

の③中の「借賃」とあるのは「損益」

と、「賃貸人」とあるのは「委託者（損

失がある場合には、受託者という。）」 

と読み替えるものとする。 

 

Ⅰの④に同じ。 

 

Ⅳ 所有権の移転を受ける場合 

①対価の算定基準 ②対価の支払い方法 ③所有権の移転の時期 

 

 土地の種類及び農業上の利用目的毎にそれぞ

れ近傍類似の土地の通常の取引（農地転用のた

めに農地を売却した者が、その農地に代わるべ

き農地の所有権を取得するため高額の対価によ

り行う取引その他特殊な事情の下で行われる取

引を除く。）価額に比準して算定される額を基準

とし、その生産力等を勘案して算定する。 

 

 農用地利用集積計画に定める所有権の移転

の対価の支払期限までに所有権の移転を受け

る者が所有権の移転を行う者の指定する農業

協同組合等の金融機関の口座に振り込むこと

により、又は所有権の移転を行う者の住所に持

参して支払うものとする。 

 

 農用地利用集積計画に定める所有権の移転の

対価の支払期限までに対価の全部の支払いが行

われたときは、当該農用地利用集積計画に定め

る所有権の移転の時期に所有権は移転し、対価

の支払期限までに対価の全部の支払いが行われ

ないときは、当該所有権の移転に係る農用地利

用集積計画に基づく法律関係は失効するものと

する。 

 


